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平成２９年９月８日 

 

新宿区長  吉住  健一 様 

 

平成２９年度実施の協働事業提案制度による協働事業について 

次のとおり評価しましたので、報告します。 

 

新宿区協働事業評価会 会長  久 塚  純 一  

協働事業評価会委員 

  委員の区分 氏  名 職        名 

１ 学識経験者 
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宇都木 法男 

一般社団法人 

ユニバーサル志縁社会創造センター 

理事 

３ 関口  宏聡 

認定特定非営利活動法人 

シーズ・市民活動を支える制度を 

つくる会 代表理事 

４ 

区   民 

衣川  信子 公 募 区 民 

５ 竹井  陽一 公 募 区 民 

６ 及川 由美子 公 募 区 民 
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ＣＳＲ部社会貢献推進グループ 
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12 森  孝 司 
危機管理担当部長 

（事業担当部長） 
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新宿区協働事業提案制度による協働事業の評価を終えて 

 

新宿区協働支援会議では平成１８年３月に「協働事業提案制度の導入について」・「協

働事業評価制度の導入について」の２つの報告書を取りまとめ、新宿区長に提出しまし

た。協働事業提案制度は、この報告を受け、平成１８年度から導入されたものです。 

新宿区は、基本構想・総合計画でめざすまちの姿として「『新宿力』で創造する、や

すらぎとにぎわいのまち」を掲げ、まちづくりの６つの基本目標の一つとして、「区民

が自治の主役として、考え、行動していけるまち」、また、区政運営の６つの基本姿勢

として、「区民起点の区政運営」・「地域力を高める区政運営」・「参画と協働を基本に区

民の知恵と力を活かす区政運営」等を計画に定めています。協働事業提案制度は、こう

したまちづくりの基本目標等を達成するための具体的な取組みの一つであり、基本構想

に掲げる「新宿力」を形づくる一つの手法として「地域の力」と「多様性」を活かす仕

組みとなるものです。 

協働事業提案制度が推進されることで、多様な主体が担い手となり地域を支える「よ

りよい地域社会」が形成されると考えます。また、区民が様々な分野で参画する地域社

会づくりを進めていくためには、「ＮＰＯ等と区が実施する協働事業によって地域社会

にどのような変化が表れるのか」、「区民の生活の課題がどのように解決されていくのか」

を区民に示していくことが必要です。さらに、事業の計画段階から効果測定に至るまで、

それぞれのステージで客観的に評価を行い、事業実施に反映し、改善に繋げていくこと

が大切です。 

評価については、平成２４年度に実施した協働事業提案制度の見直しにより、評価委

員の拡大、評価委員による視察の導入、評価内容の変更等を行いました。特に、評価内

容の変更については、事業実施１年目は協働の視点により評価を行い、事業実施２年

目・３年目は、協働の視点に加え、「地域課題の解決」・「具体的な成果・効果」・「区民・

地域社会への波及効果」の視点で評価を行うこととしました。 

このような基本認識の下、事業実施３年目２事業と実施２年目１事業の３つの協働事

業を対象に、「計画」・「実施」・「結果」・「反省と改善」の４項目について評価を実施し

ました。 

実施３年目の２事業については、これまでの実施結果を踏まえ、熱心に改善に取り組

んでいる姿がうかがえました。目標値の達成状況や区民等への波及効果という観点から

は課題が残っている点がありますので、より発展的に事業が展開され、地域課題の解決

に資するものとなることを期待しています。 

実施２年目の１事業については、団体と区にとどまらず、多数の関係者が役割を担い

ながら、一丸となって事業を推進しています。その姿は、協働事業のあり方として高く

評価されるものです。３年目に向け、さらに効果的な事業となることを期待します。 

今後も、区民の参画や地域との連携の下、協働のまちづくりが促進され、地域課題の

解決が図られることで、多様な人々にとって新宿区がさらに暮らしやすいまちとなるこ

とを期待します。 

本報告書は、新宿区協働事業提案制度実施要綱第１１条第２項に基づき、新宿区長に

報告いたします。 

新宿区協働事業評価会 

会長 久 塚  純 一 
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１ 協働事業評価の概要 

   

新宿区では、各主管課において多様な主体と様々な協働事業が進められており、

平成２８年度の協働事業進捗調査では、２６５に及ぶ事業が様々な協働形態で行わ

れています。その中で、協働事業提案制度により平成２７年度から実施されている

「新宿スポーツ環境推進プロジェクト」と「商店街ホームページ活性化事業」の２

事業について３年目の評価を行い、平成２８年度から実施されている「地域防災の

担い手育成事業」について２年目の評価を行いました。 

 事業の評価については、平成１６年に策定した「地域との協働推進計画」が基本

目標として掲げる「多様で新たな区民ニーズへの対応」や「区民の参画意識と主体

的な区民活動の促進」、「行政の体質改善」に結びつく取組みになっているのか、ま

た、「相互理解」、「自主・自立性」、「対等の関係」等、６つの「協働の基本原則」

を十分踏まえ、事業の目標等が達成できたかといった点から評価を行いました。 

 協働の中身・質を高め、事業の目標や意図する成果を達成していくためには、協

働の当事者が、互いにプロセスや成果を確かめ、議論し合い、相互検証を行うとい

った、一つひとつの経験を積み重ねていくことが大切です。そして、「計画」・「実

施」・「結果」・「反省と改善」といった各事業の場面における評価基準を定め、客観

的にその取組みの評価を行い、実施の場面で改善に繋げていくことが必要です。 

 そのため、評価にあたっては、事業実施団体と区担当課が、協働事業の開始時に

「事前確認書」を作成し、事業の目的や目標、想定する成果等を共有した内容の確

認を行い、協働事業の実施中に「協働事業自己点検シート」・「協働事業相互検証シ

ート」を作成し、事業の振り返りのために自己点検及び相互検証を行いました。 

これらの資料を基に、協働事業評価会が事業実施団体と区担当課へのヒアリング

を行い、第三者評価を実施しました。 

事業の評価結果については、９頁以降に記載のとおりです。 

 

２ 評価の目的 

   

協働事業の評価は、協働の意義を明確にするとともに、それぞれの事業の意図す

る成果の達成状況を明らかにすることを目的として行います。 

 〈協働の意義〉 

① 区民生活にとって効果的な事業を実施すること                              

② 協働を進めるＮＰＯ等と区が相互理解を進め、対等な関係を築いていくこと 

③ 区民の主体的な活動を推進しコミュニティの形成につなげていくこと 

④ 前例の踏襲や組織の縦割りの弊害など、これまでの区の仕事の内容や進め方

を見直す契機とすること 

⑤ 様々な主体の自立性を高め役割分担を明確にしていくこと 

⑥ 協働事業を発展させ、住民福祉の維持向上と住民自治を推進していくこと 

⑦ 区民ニーズに基づく予算化の優先順位をつけるための判断基準の一つにすること 
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３ 評価の手法 

  

（１）評価の流れ 

事業実施団体と区担当課が作成した「事前確認書」を基本に、それぞれ「自

己点検シート」の記入を行い、双方の協力の下、「相互検証シート」を作成し

ます。また、評価時点までの事業の実施概要の提出を求めるほか、受益者から

の評価はアンケート等で把握します。 

     さらに、協働事業評価会委員による事業視察を行い、事業の進捗状況等につ

いても確認を行います。 

これらを評価資料として、協働事業評価会が両者にヒアリングを行い、評価

を実施します。 

 

（２）評価の項目 

２・３年目の評価については、「計画」・「実施」・「結果」・「反省と改

善」の事業プロセスごとに評価を行うとともに、総合評価を実施します。事業

プロセスごとの評価は、主に次の着眼点によって実施します。 

 

（３）評価の公開 

評価結果については、ホームページ等により、広く区民等に公開し、事業の

透明性を図り、更なる協働の推進に結びつけていきます。事業実施団体と区担

当課は、評価の結果により、課題が明らかになった場合には、双方の活動や事

業の実施に反映していくことが必要です。 
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■協働事業の評価にあたっての主な着眼点（２・３年目） 

 

協働事業評価項目 評価にあたっての主な着眼点 

④優れている ③適切である ②課

題はあるが、ほぼ適切である ①不

十分であり改善が必要 ○その他 

※評価は、協働することの意義を明確にするとともに、それぞ

れの事業の意図する成果の達成状況を明らかにすることを目

的に、事業実施者（事業実施団体と区の事業担当課）へのヒ

アリングにより行います。 

計 
 

画 

1 

事業における区民

ニーズや課題のと

らえ方 

地域ニーズや課題の共通認識での把握 

2 
事業の成果目標

の設定 

成果目標の明確化と共有、 

達成度を把握可能な成果目標の設定、 

費用対効果からみた事業計画の妥当性 

3 
協働の相手への

期待とその成果 

協働の相手方との問題意識の一致、 

対等なパートナーシップの確立、 

協働による相乗効果の把握と認識の一致 

4 
役割分担の決定

方法 

十分な意見交換のうえでの、協働を有効に機能させるための

役割・責任の分担の明確化 

実 
 

施 

5 

事業の進捗状況

や事業に関する

情報の共有 

事業の進捗状況の確認や意見交換の実施、 

必要に応じた協議のうえでの事業の進め方の軌道修正 

6 

協働の相手との

成果目標の達成

度などの話し合い 

 

目標達成に向けた取り組み状況の共有と検討、 

必要に応じた協議のうえでの目標達成のための手段の見直し

の実施 

結 
 

 

果 

7 

当該事業実施に

おける受益者（区

民）の意見集約 

事業対象者からの意見集約の手段の適切性、 

事業関係者が受け止めた成果から見えてくる課題の整理 

8 
地域の課題解決 

および相乗効果 

地域課題の解決に向けて、協働することによるお互いの補

完、相乗効果 

9 

区民満足度の向

上と具体的な効

果・成果 

質の高い・多様なサービス提供等による区民の満足度の向

上、具体的な効果・成果 

10 
区民・地域社会へ

の波及効果 
事業実施を通した区民・地域社会への波及効果 

11 
今後の課題の把

握および共有 

事業実施を通して浮かび上がった課題や問題点の検証と共通

理解 

反

省

と
改

善 

12 
改善すべき内容

の把握 

改善方法の検討と共通理解、 

今後の事業展開に関する方向性の認識の一致 
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４ 評価の対象 

 

(１) 評価対象団体等 

① 協働事業提案制度による事業実施団体(特定非営利活動法人、市民

活動団体・ボランティア団体などの社会貢献活動団体。) 

② 区の事業担当課 

   

(２) 評価対象事業 

       協働事業提案制度による２９年度実施の３事業 

① 平成２６年度に採択した実施３年目の２事業 

② 平成２７年度に採択した実施２年目の１事業 

   

（３） 評価対象期間 

    ① 平成２６年度に採択した実施３年目の２事業 

平成２７年４月～平成２９年６月 

（平成２７・２８年度実施結果、平成２９年度事業計画・６月末までの実施状況） 

    ② 平成２７年度に採択した実施２年目の１事業 

            平成２８年４月～平成２９年６月 

（平成２８年度実施結果、平成２９年度事業計画・６月末までの実施状況） 

  

  (４) 評価の実施経過 

平成２９年 

５月 

事業実施団体と区に自己点検・相互検証シート作成依頼 

事業実施団体と区がそれぞれに自己点検を実施 

５月１３日 
協働事業評価視察会（於：新宿スポーツセンター） 

○新宿スポーツ活動推進プロジェクト「多文化交流スポーツイベント」 

５月２３日 

協働事業評価視察会（於：新宿スポーツセンター） 

○地域防災の担い手育成事業「実行委員会の見学及び活動内容のビデ

オ上映」 

６月１・６日 事業実施団体と区が自己点検の結果をもとに意見交換し、相互検証を実施  

６月４日 
協働事業評価視察会（於：荒木町商店街） 

○商店街ホームページ活性化事業「イベント（ブラリズム）の取材」 

６月２９日 
第１回協働事業評価会 

♦ヒアリング ２６年度採択２事業・２７年度採択１事業 

７月２８日 
第２回協働事業評価会 

♦評価内容の調整・審議 ♦評価書作成  

８月４日 
第３回協働事業評価会 

 ♦評価結果のまとめ 
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５ 協働事業評価実施事業 

 

【平成 26年度に採択、実施 3年目の事業】 

事業名 
新宿スポーツ環境推進 

プロジェクト 

ヒアリング 

実施日 
平成 29年 6月 29日 

実施者 
実施団体 一般社団法人 地域スポーツ推進クラブ Criacao 

区担当課 地域振興部生涯学習スポーツ課 

事
業
目
的 

本質的なスポーツ体験の機会を提供することによって、子ども達の持つ可能性

の最大化を目指す。 

事
業
概
要 

複数のプロフェッショナルなアスリート・指導者による、スポーツ体験教室・セミナ

ーの開催・多文化交流スポーツイベントの実施及び地域のスポーツ団体等との幅

広い連携 

目
標
・成
果 

複数のプロフェッショナルなアスリート、指導者によるスポーツ体験教室や、各ス

ポーツの指導者、保護者に対するセミナーを開催することで、本質的なスポーツ

体験の場を子ども達に提供する機会を創出する。また、外国籍の方と交流しなが

らスポーツを行い、多様性に富む新宿区のポテンシャルを活かした異文化を体験

できる場を提供する。1年間で、本事業への参加者数 560名を目指す。 

 

 

事業名 
商店街ホームページ 

活性化事業 

ヒアリング 

実施日 
平成 29年 6月 29日 

実施者 
実施団体 特定非営利活動法人 団塊のノーブレス・オブリージュ 

区担当課 文化観光産業部産業振興課 

事
業
目
的 

①新宿区商店会連合会（以下「区商連」）のホームページ（以下「新宿ルーペ」）を

区内商店会に浸透させ、区内商店会のＩＴリテラシーの向上を図る。 

②区内商店会、個店の新たな情報を発掘・発信し、「新宿ルーペ」の魅力を高め

る。 

③上記を通じて、区内商店会並びに個店の活性化を図る。 

事
業
概
要 

①「新宿ルーペ」内の区内商店会のページ作成・更新支援 

②「新宿ルーペ」内の区商連・区内商店会ページ向けのイベント取材・記事作成

及びページ更新 

③「新宿ルーペ」への区内商店会加盟店登録支援 

目
標
・成
果 

①「新宿ルーペ」内の区内商店会のページ作成・更新支援数（３０商店会程度） 

②「新宿ルーペ」内の区商連・区内商店会ページ向けのイベント取材・記事作成

及びページ更新数（年４回程度とする） 

③「新宿ルーペ」への区内商店会加盟店の登録支援数（３００店程度） 

④「新宿ルーペ」内の区内商店会ページの一部英語翻訳（１０商店会程度） 
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【平成 27年度に採択、実施 2年目の事業】 

事業名 地域防災の担い手育成事業 
ﾋｱﾘﾝｸﾞ 

実施日 
平成 29年 6月 29日 

実施者 
実施団体 一般社団法人 ピースボート災害ボランティアセンター 

区担当課 危機管理担当部危機管理課 

事
業
目
的 

区政モニターアンケートをみると、東日本大震災発生時に一時高まった防災意識は時間の経過と

ともに年々低下しており、また、地域での防災訓練等においても若者世代、子育て世代及び外国人

等の参加等が低い状況にある。 

首都直下地震発生の切迫性が指摘されている中、発災時に大切な生命・財産を守るためには、

幅広い年齢層及び外国人等への防災・減災意識の啓発及び災害時に率先して災害応急活動に取

り組むことができる人材を育成することが必要となる。このため、楽しみながら防災について学ぶこと

のできる防災イベントと、地域防災の担い手育成プログラムをあわせて実施し、地域防災力の向上を

図る。 

事
業
概
要 

①防災意識向上を目指したイベントの実施事業 

昨年度と同様に、防災週間の 9月 3日(日)に、ファミリー層、若年層、外国人などが 楽しく防災に

ついて学べる「しんじゅく防災フェスタ 2017」を実施する。また、今年度は、新たに障がい者等の要配

慮者や支援団体と連携したプログラムを実施し、災害時の要配慮者支援のあり方や仕組みづくりを

進めていく。 

なお、イベントの実施に当っては、区、防災関係機関及び区内の NPO 等で実行委員会を設置し

企画・運営を行う。また、区内在住、在勤、在学者からボランティアを募集し、イベントの運営に参画

させるとともに、地域防災の担い手へつなげていく。 

②地域の防災減災担い手育成プログラム事業 

担い手育成のために、上述ボランティアはイベントの企画・運営のほかに、救命講習、介助基礎

講座、多文化まち歩き、防災ワークショップなど様々な活動を実施し、一人ひとりの防災知識・技術

の向上を図るとともに、地域防災力の充実・強化に向けた提案書を作成する。また、区内の避難所

防災訓練への積極的な参加を促し、地域住民との顔の見える関係づくりを構築する。 

目
標
・成
果 

今年度のイベントでは、昨年度に実施した若者、外国人層の参加を促すプログラムのほか、新た

に障がい者等の要配慮者に関するプログラムを実施することで、地域の課題の発見や多様な層へ

の防災意識の普及啓発を促すことができる。 

また、イベントに関連する主に若者・現役世代のボランティア延べ 150名以上の参加を目指す。特

に、イベント等に中心的に関わる運営ボランティア約 20 名は、実践的な体験を含めた計 10 回程度

の研修を受講することで、地域の防災減災担い手としての知識や経験を身に着けることができる。そ

の他、「しんじゅく防災フェスタ 2017」実行委員会参加団体等が提案する防災・減災への取組みも研

修に積極的に取り入れることで、より充実した研修プログラムを実施することができる。 

こうしたことから、イベント参加者及びボランティア（地域防災・減災の担い手）の防災意識及び知

識の向上が期待でき、自助共助による地域防災力の向上へとつながる。 

上記記載内容は、事前確認書をもとに作成 
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６ 協働事業の評価結果 
（１）新宿スポーツ環境推進プロジェクト 

 

● 総合評価 

 

Ａ 協働事業として適切で優れていると評価できる。 

Ｂ 協働事業として適切であるが、一部改善することでさらなる発展が期待

できる。 

Ｃ 協働事業として概ね適切であるが、一部改善の必要がある。 

Ｄ 協働事業として取り組むにはかなりの改善が必要である。 

Ｅ 協働事業としては不十分であった。 

 

・総合評価コメント 

 「東京オリンピック・パラリンピック」の開催に向けて、新宿区においてスポーツに

親しむ機会へのニーズが高まることが予想される中、子どもたちが気軽にスポーツを体

験する機会が少ないことが課題となっています。 

 そうした中、この事業は、子どもたちに様々なスポーツを気軽に体験する機会を提供

するとともに、トップアスリートからの本質的な指導や保護者及び指導者向けの実践指

導等、多角的なプログラムのもと、子どもたちの持つ可能性を広げる機会の創出や担い

手の育成に寄与していることから、課題をとらえているものと評価します。 

 実施３年目となる平成２９年度も、定期的な意見交換に加え、イベントの事前事後に

も意見交換が行われており、進捗状況の把握や企画内容の検討、問題意識の共有が図ら

れており、良好なコミュニケーションのもと事業が実施されているものと評価できます。 

 これまでの事業成果を踏まえて、雨天中止時に予め代替日を設定する等、成果目標の

達成に向けた協議も行われており、適切な対応が図られていると評価できます。 

 一方で、団体も区担当課も参加者数が目標値に達していないことを課題としてとらえ

ています。費用対効果や区民及び地域社会への波及効果の視点からも、より多くの子ど

もたちに参加してもらえるよう、双方で十分協議し、改善策を検討することが必要です。

アンケートを工夫すること等、より広く意見を聴取することで、更なるニーズの把握に

努めることを期待しています。 

 また、地域の様々な団体やスポーツ関係の団体、区の様々な担当部署等、多様な主体

との連携を図ることで相乗効果が期待できると考えます。団体のこれまでの経験や区が

持つネットワークを最大限に活用し、様々な主体との連携を図ることが求められます。 

本事業も３年目を迎えますが、一人でも多くの子どもたちにスポーツを親しむきっか

けを与え、さらに様々な主体と連携することで、より発展的に事業が展開されることを

期待しています。 

 

Ｃ 
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● 項目別評価 

 ４＝優れている ３＝適切である ２＝課題はあるがほぼ適切である 

 １＝不十分であり改善が必要 

 

協働事業評価項目 評価指標 

計画 

① 事業における区民ニーズや課題のとらえ方 ４・３・２・１ 

② 事業の成果目標の設定 ４・３・２・１ 

③ 協働の相手への期待とその成果 ４・３・２・１ 

④ 役割分担の決定方法 ４・３・２・１ 

実施 

⑤ 事業の進捗状況や事業に関する情報の共有 ４・３・２・１ 

⑥ 協働の相手との成果目標の達成度などの 

話し合い 
４・３・２・１ 

結果 

⑦ 当該事業実施における受益者（区民）の意見集 

 約 
４・３・２・１ 

⑧ 地域の課題解決および相乗効果 ４・３・２・１ 

⑨ 区民満足度の向上と具体的な効果・成果 ４・３・２・１ 

⑩ 区民・地域社会への波及効果 ４・３・２・１ 

⑪ 今後の課題の把握および共有 ４・３・２・１ 

反省と

改善 
⑫ 改善すべき内容の把握 ４・３・２・１ 
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・評価コメント 

協働事業評価項目            評価点 

計画 

① 事業における区民ニーズや課題のとらえ方          ２ 

 「東京オリンピック・パラリンピック」の開催に向けて、新宿区においてスポ

ーツに親しむ機会へのニーズが高まることが予想される中、子どもたちが気軽に

スポーツを体験する機会が少ないことが課題となっています。 

 そうした中、この事業は、子どもたちに様々なスポーツを気軽に体験する機会

を提供するとともに、トップアスリートからの本質的な指導や障害者スポーツに

触れることができる等、多角的なプログラムを用意しています。さらに、こうし

た活動を継続していくために、保護者や指導者向けの実践指導を行うとともに、

食育によりスポーツの基盤となる体づくりを推進する等、子どもたちの持つ可能

性を広げる機会の創出や担い手の育成に寄与していることから、課題をとらえて

いるものと評価します。 

 また、今年度から多文化交流スポーツイベントを実施し、外国籍の方とスポー

ツをしながら、異文化に親しむ体験を提供していることは、区の多様性やポテン

シャルを活かしたものとなっていると評価します。 

一方で、事業実施にあたっては、団体も区担当課も参加者数が目標値に達して

いないことを課題ととらえています。より多くの子どもたちに気軽にスポーツを

体験してもらうという目標を達成するために、更なるニーズの把握や要因の分析

がなされることを期待します。 

② 事業の成果目標の設定                   ２ 

 事業の成果目標として、事業開催数・参加者数・アンケートでの満足度を設定

しており、明確な目標のもと、事業実施していることは評価できます。また、今

年度は保護者の方への働き掛けを強化したことにより、参加者数の目標値を見直

しており、柔軟に目標の設定が行われているものと評価します。 

一方で、この事業がどれほど区内のスポーツ推進に寄与したかという視点での

目標設定も必要だと考えます。区内のスポーツ環境推進という目的に向けて、目

標設定が適切であるか常に検討しながら、より有効にこの事業が実施されていく

ことを期待します。 

③ 協働の相手への期待とその成果               ２ 

 定期的な意見交換に加え、イベントの事前事後にも意見交換が行われており、

進捗状況の把握や企画内容の検討、問題意識の共有が図られているものと評価し

ます。 

しかし、地域の様々な団体やスポーツ関係の団体、区の様々な担当部署等、多

様な主体との連携を図ることで相乗効果が期待できると考えます。団体はこれま

での経験を活かしてこうした主体へ積極的に働き掛けることが必要です。さらに、

区が持つネットワークを最大限活用することで、協働の成果が十分に発揮される

ことを期待します。 
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④ 役割分担の決定方法                    ２ 

 役割分担についても、良好なコミュニケーションのもと決定されているものと

評価します。 

一方で、参加者数が目標に達していない点や様々な団体との連携が十分でない

点が課題となっています。良好なコミュニケーションを活用して、より効果的な

役割分担が行われることを期待しています。 

実施 

⑤ 事業の進捗状況や事業に関する情報の共有          ２ 

 良好なコミュニケーションのもと、事業の進捗管理や情報共有は十分に行われ

ているものと評価します。 

 一方で、この事業は、より多くの子どもたちにスポーツに触れる機会を提供す

ることを目的としていますので、参加者数には課題があると考えます。 

今後も、事業の進め方を適宜確認し、必要に応じて軌道修正を図るなど、柔軟

な体制で事業執行が行われることを期待します。 

⑥ 協働の相手との成果目標の達成度などの話し合い       ２ 

 定期的な意見交換等により、成果目標や課題が共有されているものと評価しま

す。雨天中止時に予め代替日を設定することでイベントの開催回数を確保するな

ど、これまでの実績を踏まえながら、成果目標の達成に向けた協議が行われてい

るものと評価します。 

 しかし、より多くの子どもたちにスポーツに触れる機会を提供するという目的

に対しては、更なる取り組みが必要であり、費用対効果の視点からも改善が望ま

れます。 

今後も十分な協議を行い、目標達成に向けた積極的な取り組みが行われること

を期待します。 

結果 

⑦ 当該事業実施における受益者（区民）の意見集約       ２ 

 イベントごとにアンケートをとり、積極的に参加者の意見の把握に努めている

ことは評価できます。アンケートの満足度も高く、イベントは有意義であったも

のと評価できますが、対象者数という点では課題が残ります。より多くの子ども

たちにスポーツに触れる機会を提供するという目的から、スポーツ関連の団体等、

より広い対象者にご意見をいただく等の検討が必要と考えます 

また、保護者・指導者向けのアンケートは、要望やニーズを把握するために更

に具体的な項目を設定する等の工夫を行うことで、より効果的なものとなると考

えます。 

⑧ 地域の課題解決および相乗効果               １ 

区内で様々なスポーツに取り組む団体等、多様な主体との連携を強化すること

により、この協働事業を通して、区内のスポーツ環境推進を発展させていくこと

が必要です。団体の積極的な働き掛けや区が持つネットワーク等を活用し、様々

な団体と連携を図ることにより、協働の相乗効果が発揮されるものと考えます。 
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⑨ 区民満足度の向上と具体的な効果・成果           ２ 

 アンケートの結果から、参加者の満足度は高く、子どもたちがスポーツに親し

むきっかけとして、一定の効果はあるものと評価できます。 

一方で、区民満足度という視点で考えると、より多くの子どもたちの参加が必

要と考えます。アンケートを工夫することにより更なるニーズの把握に努めるこ

とや、より広く意見を聴取することにより、区民満足度の向上を図ることが求め

られます。 

⑩ 区民・地域社会への波及効果                １ 

 子どもたちがスポーツに親しむきっかけとなっていることについて、一定の効

果は認められますが、参加者数が少ないことや、スポーツ団体との連携が十分で

ないことが課題となっており、区民や地域社会への波及効果が十分とは言えない

と評価します。参加者数が増えることで事業の良さが口コミで広がる等のプラス

の効果も期待できます。連携団体が増加することは、事業の広がりや集客面でも

効果が期待できます。より多くの子どもたちに参加してもらえるよう更なる取り

組みが必要です。 

⑪ 今後の課題の把握および共有                ２ 

 雨天時の代替案設定など、改善に向けた課題の共有はなされていると評価しま

す。 

また、より多くの子どもたちの参加に向けた取り組みやスポーツ団体との連携

が課題であると考えますが、団体・区担当課ともに課題認識は一致しているもの

と考えます。引き続き団体・区担当課ともに情報を共有し、課題の解決に努める

ことが必要です。 

反省と

改善 

⑫ 改善すべき内容の把握                   ２ 

 団体と区担当課ともに課題は把握しているものと考えますが、具体的な改善方

法という点では、更に検討が必要であると考えます。より一層の協議により効果

的な対策を検討し、団体と区担当課が共通理解のもと、事業を推進することが求

められます。 

本事業も３年目を迎えますので、一人でも多くの子どもたちにスポーツを親し

むきっかけを与えることで子どもたちの持つ可能性を広げる機会を創出するこ

と、様々な主体と連携することで継続的・効果的に事業が実施される仕組みづく

り・体制の整備が行われることを期待しています。 
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（２）商店街ホームページ活性化事業 

 

● 総合評価 

 

Ａ 協働事業として適切で優れていると評価できる。 

Ｂ 協働事業として適切であるが、一部改善することでさらなる発展が期待

できる。 

Ｃ 協働事業として概ね適切であるが、一部改善の必要がある。 

Ｄ 協働事業として取り組むにはかなりの改善が必要である。 

Ｅ 協働事業としては不十分であった。 

 

・総合評価コメント 

 地域社会のあり方が変化している中、商店街には消費者に商品を提供するだけでなく、

地域住民との密接なつながりをつくり、地域コミュニティの中心的な役割を担うことが

期待されています。 

 この事業は、コンテンツの更新やイベントの取材・発信などにより新宿区商店会連合

会のホームページの運営を支援することで、商店街の活性化を促すものであり、課題を

的確にとらえているものと評価します。 

 事業の実施にあたっては、定期的な意見交換等により、団体と区担当課の良好なコミ

ュニケーションのもと情報共有・調整が行われており、商店会のページの作成や更新支

援数等の成果目標は、達成されているものと評価します。 

 また、団体は新たに各個店のホームページ作成を支援し、区担当課は「商店会サポー

ター」制度等を活用する等、より効果的な手法の検討やお互いのノウハウ・資源を活か

した事業を実施している点も評価できます。 

 一方、区民等への波及効果という点では検討が必要と考えます。アクセス数が増加し

ていることから、一定の効果は確認できますが、ホームページの閲覧時間数等の利用者

満足度を測る指標の設定やその効果測定、利用者意見の集約を行うことが重要です。本

事業の目的が新宿ルーペを通じた商店街の活性化にあることを踏まえ、より多くの方が

このホームページを閲覧し商店街に足を運んでもらうことが大切です。そのためには、

情報量の充実等の質の向上に加えて、利用者満足度の向上を図ることが重要です。更に、

利用者満足度という視点では、閲覧者の興味を誘うものとしてコンテンツ更新も重要な

要素と考えます。 

以上に加えて、商店街の活性化に向けた様々な事業と組み合わせる等、それぞれのノ

ウハウを更に有効に活用することで、この事業がより地域課題の解決に資するものとな

ることを期待しています。 

本事業も３年目を迎えますので、協働事業の期間終了後の姿も見据えて、各商店会や

個店の今後の支援も含めて、新宿ルーペの価値を高めていくための方向性を確認しなが

ら、地域に根差したサイトとして、「新宿ルーペ」が充実し、更なる活用がなされること

を望みます。 

Ｃ

Ｄ 
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● 項目別評価 

 ４＝優れている ３＝適切である ２＝課題はあるがほぼ適切である 

 １＝不十分であり改善が必要 

 

協働事業評価項目 評価指標 

計画 

① 事業における区民ニーズや課題のとらえ方 ４・３・２・１ 

② 事業の成果目標の設定 ４・３・２・１ 

③ 協働の相手への期待とその成果 ４・３・２・１ 

④ 役割分担の決定方法 ４・３・２・１ 

実施 

⑤ 事業の進捗状況や事業に関する情報の共有 ４・３・２・１ 

⑥ 協働の相手との成果目標の達成度などの 

話し合い 
４・３・２・１ 

結果 

⑦ 当該事業実施における受益者（区民）の意見集 

 約 
４・３・２・１ 

⑧ 地域の課題解決および相乗効果 ４・３・２・１ 

⑨ 区民満足度の向上と具体的な効果・成果 ４・３・２・１ 

⑩ 区民・地域社会への波及効果 ４・３・２・１ 

⑪ 今後の課題の把握および共有 ４・３・２・１ 

反省と

改善 
⑫ 改善すべき内容の把握 ４・３・２・１ 
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・評価コメント 

協働事業評価項目            評価点 

計画 

① 事業における区民ニーズや課題のとらえ方          ３ 

地域社会のあり方が変化している中、商店街には消費者に商品を提供するだけ

でなく、地域社会との密接なつながりをつくり、地域コミュニティの中心的な役

割を担うことが求められます。その中で、この事業は、新宿区商店会連合会のホ

ームページのコンテンツの更新やイベントの取材・発信などにより運営支援をす

ることで、商店街の活性化を促すものであり、課題を的確にとらえているものと

評価します。さらに、各個店を訪問し、個店ごとのホームページの作成支援を行

う等、きめ細やかなニーズ対応をしているものと評価します。 

区民ニーズの把握という点では、各商店会や各個店の意見に加え、利用者等の

ニーズの把握にも努めることで、更なる事業発展がなされることを期待します。 

② 事業の成果目標の設定                   ２ 

成果目標として、コンテンツ作成・更新支援数、イベントの取材記事の発信数

という、客観的で達成度の把握が可能なものが設定されていると評価します。 

また、個店の登録支援を新たな目標として設定するなど、双方協議により柔軟

に目標修正を行っていることも評価できます。 

一方、利用者満足度という視点では目標設定が十分とは言えません。コンテン

ツの更新頻度や利用者の閲覧時間数等、利用者満足度を測る指標も検討が必要と

考えます。更には商店街への来場者数の測定などにより、目に見える形での成果

にもつながっていくことを期待します。 

③ 協働の相手への期待とその成果               ３ 

定期的な意見交換を通して、団体と区担当課の間で情報の共有や事業の調整が

なされているものと評価できます。 

また、団体は各個店のホームページの作成支援を行い、区担当課も商店会サポ

ーター制度や新たに発行することとなった情報誌を活用するなど、当初の計画に

はなかった取り組みを協議のもとで決定・実施しています。お互いのノウハウや

資源を活かしながら、協働による相乗効果を踏まえた取り組みを行おうとしてい

るものと評価します。  

今回の取り組みは新しい試みとして双方期待を持って出発したものと考えま

す。その期待を十分に発揮できるよう、双方でこれまで以上に協議し、ＩＴを活

用した今回の事業が個店の商店主にも積極的に活用され、この事業がより発展し

ていくことを期待します。 

④ 役割分担の決定方法                    ３ 

十分な意見交換により役割分担が決定されているものと評価できます。特に団

体、区担当課ともに、それぞれの持つノウハウや資源を活かした役割分担を行っ

ている点は評価できます。 

団体による商店会や個店への地道な訪問、区担当課による商店会サポーターの

活用など、ホームページの趣旨普及に関して、双方が積極的に取り組んでいる姿
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がうかがえます。しかし、この事業の目的が商店街の活性化にあると考えると、

今後は互いの役割を今以上に強化し遂行していくことが必要です。また、互いの

役割が相乗効果として発揮されることにより協働の取り組みが深化し、本事業が

より有効に発展していくことを期待します。 

実施 

⑤ 事業の進捗状況や事業に関する情報の共有          ３ 

定期的な意見交換に加え、必要に応じて連絡を取り合うなど、情報の共有は図

られていると評価します。 

この事業には商店会連合会や各商店会、個店など、様々な関係者が関わってい

ますが、良好なコミュニケーションのもと、事業が円滑に実施されているものと

判断します。 

事業の進捗状況の把握にも努め、商店会サポーターの活用等の新たな取り組み

も行われており、柔軟な体制で事業実施されていると評価します。 

⑥ 協働の相手との成果目標の達成度などの話し合い       ２ 

成果目標としていたコンテンツ作成・更新支援数、イベントの取材記事の発信

数等について、目標が達成されているものと評価します。各商店会を地道に訪問

し、熱心に支援や取材をする様子がうかがえます。当初予定になかった各個店の

ホームページの作成支援を行うなど、双方でより効果的な手法を検討し、柔軟に

実施している点も評価できます。 

一方、この事業の利用者満足度という視点では、目標設定や達成状況の確認が

必要と考えます。今後は、協働事業の期間終了後の姿も見据え、こうした課題に

ついても、団体と区担当課で共有し、解決策を協議し、より有効に事業展開され

ていくことを期待します。 

結果 

⑦ 当該事業実施における受益者（区民）の意見集約       ２ 

各商店会や個店を訪問し、きめ細やかなニーズの把握に努め、把握したニーズ

に対しても柔軟に対応しているものと評価できます。 

一方で、新宿ルーペの閲覧数は順調に伸びているものの、区民等利用者の意見

集約をどのように図るかという点では、課題が残ります。区民満足度を図る指標

の検討や、利用者の更なる意見集約がなされることで、より有効に事業が展開さ

れていくことを期待します。 

⑧ 地域の課題解決および相乗効果               ２ 

 団体と区担当課それぞれのノウハウや資源を活かした連携が行われており、協

働による相乗効果を活かして事業に取り組まれているものと評価できます。 

一方、ホームページの情報が充実することにより、一定の効果はあるものと考

えられますが、地域の課題解決にはまだ至っておらず、取り組みが十分とは言え

ません。商店街の活性化に向けた様々な事業と組み合わせる等、団体・区担当課

ともにそれぞれのノウハウを更に有効に活用することで、この事業がより地域課

題の解決に資するものとなることを期待しています。 
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⑨ 区民満足度の向上と具体的な効果・成果           ２ 

本事業による情報発信により、有益な情報が提供される等の一定の効果が認め

られることは評価できます。また、当初計画になかった各個店の情報も提供する

ことで、よりきめ細かい情報提供につながっているものと考えます。 

一方で、より有効にこの事業が展開していくためには、ホームページの内容の

充実に加え、「新宿ルーペ」を閲覧した人の閲覧時間数等、利用者の満足度を図る

指標の設定やその効果確認、さらには利用者意見の集約を行うことが必要です。

こうした効果の把握に努め、区民満足度の向上につながることを期待します。 

⑩ 区民・地域社会への波及効果                ２ 

商店会や各個店への取り組みについては評価できますが、区民等の意見集約や

区民満足度の効果検証という点では、検討が必要です。実際に暮らしている区民

の方や商店街を訪れる方々への効果を測ることは、区民や地域への波及効果を確

認する上で重要な要素と考えます。意見の集約や効果を検証することにより、こ

の事業がより有効に発展していくことを期待しています。 

⑪ 今後の課題の把握および共有                ３ 

団体による商店会への地道な訪問、区担当課による商店会サポーターの活用な

ど、ホームページの趣旨普及に関して、双方積極的に取り組んでおり、事業を通

して出てきた課題についても、団体・区担当課ともに認識され、共有がなされて

いるものと判断します。 

また、より魅力的な情報発信を進めるため、イベント情報や特徴的な個店の紹

介等を課題として認識している点も評価できます。 

反省と

改善 

⑫ 改善すべき内容の把握                   ３ 

 課題については、団体・区担当課ともに共通認識が図られています。解決策に

ついても共通理解のもと、方向性も一致しているものと評価できます。様々な課

題に対して協議がなされ、着実に改善に向けた取り組みがなされています。 

 今後は、協働事業の期間終了後の姿も見据え、課題として把握された利用者満

足度の向上や受益者の意見集約等の解決に向けて、スピード感を持った一層の取

り組みがなされることを期待します。 
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（３）地域防災の担い手育成事業 

 

● 総合評価 

 

Ａ 協働事業として適切で優れていると評価できる。 

Ｂ 協働事業として適切であるが、一部改善することでさらなる発展が期待

できる。 

Ｃ 協働事業として概ね適切であるが、一部改善の必要がある。 

Ｄ 協働事業として取り組むにはかなりの改善が必要である。 

Ｅ 協働事業としては不十分であった。 

 

 

・総合評価コメント 

いつ起きてもおかしくない首都直下地震やさまざまな災害に備え、区では地域の防災

力向上を図るための取り組みや自主防災訓練への積極的な支援を行っていますが、防災

訓練の参加者が少ないことや防災区民組織の高齢化などが課題となっています。 

その中で、本事業は災害への備えや防災訓練への参加をすることが少ない親子や若者

をはじめとする幅広い年齢層が参加しやすいイベントを開催し、楽しみながら防災への

意識向上を図るものであり、課題をとらえていると評価します。 

また、イベントを運営するボランティアを募集し、災害時に共助の担い手となるよう

育成を目指している点や３カ年の期間を有効に活用し、毎年度異なるテーマに取り組ん

でいる点も評価できます。 

団体と区担当課で定期的な意見交換を行うとともに、関係団体による実行委員会とい

う形式を通して、多数の関係者と密に情報共有・連携を図りながら事業が実施されてい

ます。団体・区担当課さらには参加団体や運営ボランティア等、この事業に参加する関

係者が各々の役割を果たしながら事業を推進していると評価します。 

また、成果目標も達成されており、特にイベントの参加者数は目標を上方修正したう

えで、さらにその目標が達成されている点も評価できます。 

事業実施後には早期に反省会を行い、イベント実施時の課題や問題点を速やかに、か

つ、的確にとらえ、翌年度の事業計画で改善を図っています。今年度のテーマである要

配慮者の災害時の支援についても早い時期から積極的に取り組み、様々な分野のＮＰＯ

等、さらに多くの協力団体を巻き込み体制を拡充している点も評価できます。 

一方、この事業は区民の防災意識の向上や地域防災の担い手の育成を目指しているの

で、イベント参加者のアンケート調査等によりどのような意識の変化が見られたかの確

認が必要です。実施方法や設問方法の工夫等により、広く意見集約することを検討して

ください。ボランティア従事者についても、上記のような意識の変化の確認とともに、

積極的に参加したくなる仕組みを検討することが重要と考えます。 

また、開催規模の拡大に伴う財源確保や天候不順時の対応、運営ボランティアの地域

への定着等の課題もあるので、引き続き関係者の連携のもと、一層の事業発展が図られ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｄ 
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ることを期待しています。 

この事業が一過性のものでなく、事業を通して培った人と人の絆、ネットワークを大

切にしながら更に発展し、今回の取り組みを契機に区民一人ひとりが防災への関心を高

め、地域で防災活動に取り組む人材を育成し、地域防災力の向上・発展に寄与すること

を期待しています。  

 

 

 

 

● 項目別評価 

 ４＝優れている ３＝適切である ２＝課題はあるがほぼ適切である 

 １＝不十分であり改善が必要 

 

協働事業評価項目 評価指標 

計画 

① 事業における区民ニーズや課題のとらえ方 ４・３・２・１ 

② 事業の成果目標の設定 ４・３・２・１ 

③ 協働の相手への期待とその成果 ４・３・２・１ 

④ 役割分担の決定方法 ４・３・２・１ 

実施 

⑤ 事業の進捗状況や事業に関する情報の共有 ４・３・２・１ 

⑥ 協働の相手との成果目標の達成度などの 

話し合い 
４・３・２・１ 

結果 

⑦ 当該事業実施における受益者（区民）の意見集 

 約 
４・３・２・１ 

⑧ 地域の課題解決および相乗効果 ４・３・２・１ 

⑨ 区民満足度の向上と具体的な効果・成果 ４・３・２・１ 

⑩ 区民・地域社会への波及効果 ４・３・２・１ 

⑪ 今後の課題の把握および共有 ４・３・２・１ 

反省と

改善 
⑫ 改善すべき内容の把握 ４・３・２・１ 
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・評価コメント 

協働事業評価項目            評価点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画 

① 事業における区民ニーズや課題のとらえ方          ３ 

いつ起きてもおかしくない首都直下地震やさまざまな災害に備え、区では地域

の防災力向上を図るための取り組みや自主防災訓練への積極的な支援を行ってい

ますが、防災訓練の参加者が少ないことや防災区民組織の高齢化などが課題とな

っています。 

その中で、本事業は災害への備えや防災訓練への参加をすることが少ない親子

や若者をはじめとする幅広い年齢層が参加しやすいイベントを開催し、楽しみな

がら防災への意識向上を図るものであり、課題をとらえていると評価します。 

また、外国人住民の多さや、昼夜間人口の差など、新宿の特性についても踏ま

えたイベントとなっているものと評価できます。 

さらに、イベントを運営するボランティアを広く募集し、勉強会の開催等を通

じて、災害時に地域における共助の担い手となるよう育成している点も評価でき

ます。 

各年度毎のテーマを設定しており、実施１年目である昨年度は、「親子、若者、

外国人層」をメインターゲットに各種防災・減災プログラムを実施し、今年度は

新たに障害者等の要配慮者への支援のあり方や仕組みづくりを検討していくこと

となっており、３カ年の期間を有効に活用し、課題解決に向けたテーマを設定し

ている点も評価できます。 

② 事業の成果目標の設定                   ３ 

 成果目標として、イベントへの参加者数やボランティアの従事者数を設定して

おり、客観的で達成度を把握できる目標を設定しているものと評価します。また、

事業を実施する中でイベントの参加者数を上方修正する等、柔軟に目標を設定し

ている点も評価できます。 

 一方、この事業の目標は、イベントに参加したことによる区民一人ひとりの防

災意識の向上や行動の変化、さらにはボランティアの育成による地域防災力の向

上にあります。そのため、上記成果目標の他、イベント参加者やボランティア従

事者にどのような意識の変化があったかアンケート調査を行うなど、この事業が

どれほど地域防災力の向上に寄与しているか確認するための指標の設定も必要と

考えます。 

③ 協働の相手への期待とその成果               ３ 

 地震等の災害対応は、行政が担う部分だけでなく、自助・共助の役割も大きく、

団体も担当課もこの認識をしっかり共有した上で、相手に果たしてもらいたい役

割を考えていると評価します。 

 定期的な打合せにより、区担当課も事業の企画からそのネットワークの活用、

さらにはスタッフとしてイベントに参加する等、事業の成功に向けた積極的な姿

勢が見られます。 

 団体も、ボランティアの募集や育成など、事業者の持つ強みを活かしながら効
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果的に事業を進めているものと評価します。 

事業の性格上、実施１年目は公的機関との連携を図る必要があったことから、

行政の役割が大きくなっていましたが、団体も、民間が持つ強みやノウハウを活

かしながら、区が実施するには難しい分野において効果的に事業を推進すること

で、更なる相乗効果が発揮されることを期待しています。 

 

④ 役割分担の決定方法                    ３ 

 役割分担は関係者間の話し合いにより決定されており、また、それぞれの強み

や適性を活かしたものであると評価します。 

 さらに、団体・区担当課のみならず、各分野で専門性を持つ企業やＮＰＯ等が

実行委員会のメンバーとして参加しており、多様な主体が各々の強みを活かしな

がら、役割を担っている点も評価できます。 

実施 

⑤ 事業の進捗状況や事業に関する情報の共有          ３ 

団体と区担当課において、定期的な打合せとともに積極的に電話やメールも活

用した情報共有が行われ、順調に事業が実施されているものと判断できます。 

この事業には、様々な団体が関わっていますが、実行委員会方式で運営を行う

ことで、関係各団体の情報共有も図られていると評価します。 

さらに、１年目のイベント実施後の早い時期に反省会を行い、課題や問題点の

情報共有を図り、２年目の計画に反映させている点も評価できます。 

今後も良好なコミュニケーションを図りながら、情報共有に努め、地域防災力

の向上に資することを期待しています。 

⑥ 協働の相手との成果目標の達成度などの話し合い       ３ 

定期的に意見交換を行い、意思の疎通が十分に図られているものと判断します。

成果目標の達成度や課題も共有されているものと評価します。 

成果目標として設定したボランティアの従事者やイベントの参加者数は目標数

値を達成できています。特にイベントの参加者数は当初の計画で設定した目標を

上方修正しましたが、更にそれを上回る参加があり、目標を大きく達成できてい

ると評価します。実施２年目にあたっては、事業目標の一つとなっている防災の

担い手育成への取り組みが更に強化されることを期待します。 

結果 

⑦ 当該事業実施における受益者（区民）の意見集約       ２ 

今年度のテーマである災害時の要配慮者への支援について、関係団体等が実行

委員会に参加することで、現場のニーズを反映した内容となっていると評価しま

す。 

一方、昨年度のアンケート調査ではイベントの参加者・ボランティアの従事者

ともにサンプル数が少なかった点が課題となっています。イベントの参加者の防

災意識の変化が読み取れるようにアンケートの収集方法や設問等を工夫し、広く

意見集約をする方法を検討することで、より有効にこの事業が機能することを期

待しています。  

⑧ 地域の課題解決および相乗効果               ３ 

 団体と区担当課それぞれのノウハウや強みを活かした連携が行われており、協
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働による相乗効果を認識したうえで事業に取り組まれているものと評価できま

す。 

 さらに、参加している様々な団体とも連携が図られており、災害ボランティア

センター設置訓練を実施する等、多様な主体との協働による相乗効果が発揮され

ているものと評価します。 

 一方、防災・減災の担い手の育成に関しては、新宿区全域をカバーできる人員

の確保、活動の継続性、定着性という課題があると考えます。こうした課題も踏

まえながら更なる事業発展がなされることを期待しています。 

 ⑨ 区民満足度の向上と具体的な効果・成果           ２ 

イベントの参加者数は計画時の目標を大きく上回るものとなっており、楽しみ

ながら防災意識を高めるという企画は適切であり、区民満足度の向上に効果的で

あると考えます。 

一方で、このイベントに参加したことで防災意識がどのように変化したのかは

確認が必要であると考えます。昨年度のアンケート調査ではイベントの参加者・

ボランティアの従事者ともにサンプル数が少なく、区民満足度・参加者の防災意

識の変化についての検証が出来なかった点が課題となっています。アンケートの

収集方法や設問等を工夫し、広く意見集約をする方法を検討することで、より有

効にこの事業が機能することを期待します。 

 ⑩ 区民・地域社会への波及効果                ３ 

 イベントの参加者数は目標を大きく上回り、防災・減災意識の啓発に役立った

ものと評価できる一方、区民の意見集約や区民満足度の効果検証という点では、

検討が必要です。実際に暮らしている区民の方やボランティア従事者の方々の効

果検証を行うことは、区民や地域への波及効果を確認する上で重要な要素と考え

ます。意見の集約や効果の検証を行うことにより、この事業がより有効に発展し

ていくことを期待しています。 

 また、この事業をきっかけとして、防災に対する区民の関心や意識の向上が「日

常の取り組み」として定着し、区民や地域社会への更なる波及効果に繋がること

を期待しています。 

 ⑪ 今後の課題の把握および共有                ３ 

 定期的な意見交換やイベント終了後の反省会を通じて、防災の担い手育成のフ

ォローアップや、連携する団体が増加することに伴う共通認識の必要性、事業拡

充に伴う予算確保、アンケート調査の実施方法など、事業を通じて発生した課題

について、団体・区担当課ともに認識の共有が図られています。今後は、課題解

決に向けて、更なる意思の疎通を図っていくことが必要です。 

 また、団体・区担当課及び関係団体が連絡を密に保ちながら、協力団体を増や

し、事業の更なる充実・発展を目指している点も評価できます。 

反省と

改善 

 

⑫ 改善すべき内容の把握                   ３ 

イベント終了後すぐに反省会を開催するなど、団体と区担当課の双方が課題と

今後の方向性や改善すべき内容について把握に努めていると評価できます。 
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また、昨年度の課題や反省点を踏まえ、ボランティアへの研修をイベント終了

後も継続して実施する等速やかな対応が図られています。今年度が 2 年目の実施

となりますが様々な課題を踏まえ、より実践的で防災・減災に資するプログラム

の導入や参加団体の拡充などの改善も図られていると評価します。 

今後は、区民から広く意見を集約するという点にも配慮しながら、より多くの

方達のニーズに応えた事業となることを期待しています。 

また、自己財源の確保や協賛者・出展者の獲得、区内各団体の巻き込みなど、

協働事業の期間終了後の展開も見据えた努力もなされているものと考えます。 

 

24



 

 

【参考資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協働事業事前確認書（様式）   Ｐ２６ 

 

協働事業自己点検シート（様式） Ｐ２７ 
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地域防災の担い手育成事業      Ｐ６４   
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協働事業提案制度による　　　年度実施事業　事前確認書

２(３)年目実施
にあたっての

改善点

※実施２(３)年目の事業のみ記入
（昨年度の協働事業評価で指摘された課題への対応も含めて記入してください。）

事業の概要

団体名

１(２)年実施
して把握した
課題・問題点

事業の受益者

作成日 　　　年　　月　　日

事業名

実施者
区担当課

協働により
期待される
効　果

事業目標・
想定される
事業成果

事業の目的
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□ □

現時点⇒

事業目標・
想定される
事業の成果

記入日 記入者 記入責任者

　　年　　月
※どちらかをチェックしてください

想定される
事業の受益者

団体 区担当課

年　　月から　　　年　　月まで

※想定される事業成果や受益者について事業実施過程で変更が生じた場合は、現時点欄に記入し
てください。

実施期間

区担当課

氏　名：

連絡先：

事業名

事業の実施者
団　体

 事業の概要

事業の目的

現時点⇒

《協働事業自己点検シート》２年目以降用 
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※実施２年目以降の事業で該当する場合のみ記入

５＝十分に達成された（80％以上） ４＝ほぼ達成された（60％～80％）

３＝課題があるものの概ね達成された（40％～60％）

２＝ほとんど達成されなかった（20％～40％）１＝まったく達成されなかった（20％未満）

Ⅰ　協働事業の計画づくり

事業開始時に作成した事前確認書の「２年目（３年目）実施にあたっての改善点」の内容に補足が
生じた場合は記入してください。

2

お互いの特性や立場の違いを理解して計画づくり
を進めましたか。　　　　　　　　（相互理解）

Q5 4 3

①計画づくりのプロセスで双方がどのように協力して取り組みましたか。

＊Ⅰ・Ⅱ・Ⅲは、協働の取組みを５段階で評価してください。

Q2

1

お互いの自主的な発案を尊重しあって計画づくり
を進めましたか。　　　　　　（自主性尊重） 4 3

4

45

5

2

2

3

　ここでは、団体と区担当課によって、採択された提案事業を区事業として実施するための
　計画づくり・仕様づくりの段階（※）での協働の取り組みを評価します。
　（※実施２（３）年目の事業については、２（３）年目の計画を立てる段階）

Q1 5 4

評　　価項　　目

1

1

2

お互いが役割を自覚して、自立的な事業展開がで
きるように、計画づくりを進めましたか。
　　　　　　　　　　　　　　　　（自立化）

2

事業目的を相互に確認し明確にして、計画づくり
を進めましたか。　　　　　　　（目的共有）

Q3

5

Q4

率直な意見交換のもとに、対等な立場で計画づく
りを進めましたか。　　　　　　　（対等）

1

3

3

15

上記項目の主な評価理由・補足説明などを記入してください。
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Ⅱ　協働事業の実施

3

4

2

5

Q9

13

3

役割分担や責任を相互に検討・確認した計画とな
りましたか。

4 1

項　　目

5

4
協働で実現する目標を相互に検討・確認をした計
画となりましたか。

評　　価

Q10

5

24

3

①事業を進めていくプロセスで双方がどのように協力して取り組んでいます
か。

お互いの特性や立場の違いを理解して、事業を進
めていますか。　　　　　　　　　（相互理解）

3

5

率直な意見交換のもとに、対等な立場で事業を進
めていますか。　　　　　　　　　　　（対等）

3

1

5

24

5

14 23

2

協働で行う意義や必要性を相互で検討・確認した
計画となりましたか。

お互いの特性を生かしつつ、地域ニーズや課題を
的確にとらえた計画となりましたか。

3

45

5

2

1

上記項目の主な評価理由・補足説明などを記入してください。

Q13

Q7

Q8

2

②協働事業の質・効果の向上に向けて、どのように計画を検討しましたか。

1

4

1
費用に対する効果を相互に検討・確認した計画と
なりましたか。

2

3

項　　目 評　　価

Q6

5

上記項目の主な評価理由・補足説明などを記入してください。

1

4

2

Q12

事業の目的をお互いが理解し、共有しながら事業
を進めていますか。　　　　　　　（目的共有）

お互いが役割を自覚し、過度に依存することなく
事業を進めていますか。　　　　　　（自立化） 4

お互いの特性を発揮して、持てる力を自主的・
効果的に出し合いながら事業を進めていますか。
　　　　　　　　　　　　　　 （自主性尊重）

3

1

Q15

5Q14

　ここでは、事業の実施段階での協働の取り組みについて評価してください。

2

Q11

1
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項　　目 評　　価

4 3

2

14

4

1

事業の進捗状況に応じて、必要な情報を共有・活
用できていますか。 5 4 3

※受益者＝１枚目に記入した「事業の受益者」

4

5

Q17 1

12

Q18

２（３）年目の現時点で、受益者が十分な満足を
得られ、具体的な効果が現れていますか。

協働して地域課題の解決に取り組むことにより、
相乗効果が現れていますか。 12

5 2 1

2

3

上記項目の主な評価理由・補足説明などを記入してください。

2

5

1Q21

項　　目

3

Q20 5

4

Q22

Q16
お互いの特性を発揮して、適切な解決策を見いだ
し、課題を解決できていますか。

3

受益者の満足度を把握するための調査や意見聴取
を適切に行い、課題を整理して２（３）年目に反
映していますか。

今後の課題や問題点を把握し、その後の展開、方
向性を共有していますか。

外部とのネットワークの広がりなど、区民・地域
社会への波及効果が現れていますか。 5 3

②事業の質を高めるためにどのように取り組んでいますか。

評　　価

上記項目の主な評価理由・補足説明などを記入してください。

3

Q19

5

Ⅲ　協働の取組みの効果
 ここでは、現段階において、どの程度の効果が生まれているか評価してください。
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年 月 日

・団体名：

・記入責任者

氏　名：

連絡先：

・部署名： ・部署名：

・記入責任者 ・記入責任者

氏　名： 氏　名：

連絡先： 連絡先：

区担当課

事業の概要

記入者

提
案
団
体

記入日

事業名

事業の受益者

 団　　体

事業の目的

区
担
当
課

２年実施して把
握した
課題・問題点

２年目実施の
改善点

３年目実施の
改善点

事業の実施者

《協働事業相互検証シート》２年目以降用

※実施２年目以降の事業のみ記入
（前年度の協働事業評価で指摘された課題への対応も含めて記入してください。）
１年実施して把
握した
課題・問題点
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事業の計画づくり

【共有できたこと】

【認識に違いがあったこと】

【改善に向けた取組み】

事業実施

【共有できたこと】

【認識に違いがあったこと】

【改善に向けた取組み】

（協働して事業計画（仕様）をつくるにあたり、お互いに共有できたことや認識に違いがあったことはどのようなことで
すか。また、認識の違いを改善するために、今後どのように取り組んでいきますか。）

（協働して事業を実施した結果、お互いに共有できたことや認識に違いがあったことはどのようなことですか。また、
認識の違いを改善するために、今後どのように取り組んでいきますか。）
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事業の受益者にとっての効果・影響

【共有できたこと】

【認識に違いがあったこと】

【改善に向けた取組み】

●自由意見

（協働して事業を実施した結果、事業の受益者にとっての効果・影響として、お互いに共有できたことや認識に違い
があったことはどのようなことですか。また、認識の違いを改善するために、今後どのように取り組んでいきます
か。）
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新宿スポーツ環境プロジェクト　アンケート結果集計

参加人数：287名(小学生対象)
有効回答数：126 ※項目によって記入がない箇所もあり

■評価 2017年

4月 6月 7月 9月 10月 12月 1月 3月

5 楽しかった 28 7 13 8 14 8 12 4 94 74.6%

4 5 7 2 2 1 0 4 1 22 17.5%

3 5 0 0 0 0 0 1 0 6 4.8%

2 2 0 0 0 0 0 0 0 2 1.6%

1 楽しくなかった 0 0 0 0 0 0 1 1 2 1.6%

40 14 15 10 15 8 18 6 126

114 28 22 24 23 19 48 9 287

35.1% 50.0% 68.2% 41.7% 65.2% 42.1% 37.5% 66.7% 43.9%

参加人数：43名(保護者・指導者対象)
有効回答数：35 ※項目によって記入がない箇所もあり

■評価 2017年

5月 10月 11月 2月

5 満足 9 11 3 5 28 80.0%

4 0 1 2 3 6 17.1%

3 0 0 1 0 1 2.9%

2 0 0 0 0 0 0.0%

1 不満 0 0 0 0 0 0.0%

9 12 6 8 35

12 14 8 9 43

75% 86% 75% 89% 81%

合計

回答枚数

参加者数

回答率

合計

回答枚数

参加者数

回答率

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

4月 

6月 

7月 

9月 

10月 

12月 

1月 

3月 

評価 

実
施
月 

実施月別 評価(小学生対象) 

5 楽しかった 

4

3

2

1 楽しくなかった 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

5月 

10月 

11月 

2月 

評価 

実
施
月 

実施月別 評価（保護者・指導者対象) 

5 満足 

4

3

2

1 不満 

小学生、保護者・指導者向けともに満足度評価を5段階でつけていただき、5が約8割で4を含めると9割以上の方に評価をいただけた。 
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■スクールにかけられる月謝

4月 6月 7月 9月 10月 12月 1月 3月 合計

1000円未満 1 0 0 1 0 0 1 0 3

1000円 1 0 1 0 0 0 1 0 3

2000円 2 0 0 0 0 1 0 0 3

3000円 3 1 1 1 1 1 2 0 10

4000円 4 3 4 1 5 1 4 0 22

5000円 6 1 3 1 2 3 4 3 23

6000円以上 4 1 3 2 0 3 3 1 17

10000円以上 0 0 1 1 1 0 0 1 4

■スクールに希望する開催頻度

4月 6月 7月 9月 10月 12月 1月 3月 合計

週1回 14 2 8 6 4 6 8 2 50

週2回 4 2 5 1 3 2 9 2 28

週3回 0 0 0 0 0 0 0 1 1

週4回 0 2 1 0 0 1 0 0 4

週5回 0 0 1 0 0 0 0 0 1

月1回 1 0 0 0 0 0 0 0 1

月2回 2 0 0 1 2 0 1 0 6

■今後参加してみたいスポーツ教室
4月 6月 7月 9月 10月 12月 1月 3月 合計

サッカー 3 2 1 2 2 2 3 2 17
水泳 0 4 1 1 1 1 2 0 10
テニス 0 2 0 1 0 0 1 2 6
陸上 1 1 1 1 2 1 0 2 9

バスケット 1 1 1 0 0 0 0 0 3
バレーボール 1 0 0 0 0 0 0 0 1

野球 4 0 3 3 8 1 2 1 22
体操 2 0 2 0 0 0 1 0 5

ラグビー 0 0 1 3 0 1 0 0 5
ゴルフ 0 0 1 0 0 0 1 0 2
ダンス 2 0 0 0 0 0 0 0 2
乗馬 0 0 1 1 0 0 1 0 3

スラックライン 0 0 0 1 0 0 0 0 1
縄跳び 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ラクロス 0 0 0 1 0 0 0 0 1
卓球 0 0 0 1 0 0 2 0 3

バドミントン 0 0 0 1 0 1 0 0 2

3% 3% 4% 

12% 

26% 27% 

20% 

5% 

月謝 割合 

1000円未満 

1000円 

2000円 

3000円 

4000円 

5000円 

55% 31% 

1% 

4% 

1% 

1% 7% 

開催頻度 割合 

週1回 

週2回 

週3回 

週4回 

週5回 

月1回 

事業終了後の独立した運営に向けて、スクールに求める開催頻度と月謝に関しても回答をしていただいた。 

4000円から5000円で週1回の頻度での開催希望が半数以上となっており、現状と比べ開催頻度は求められるもの

の、１回あたりの参加費は1000円を目安に考えることが出来ることがわかり、今後に向けて非常に参考になった。 
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ハンドボール 0 0 0 0 1 0 0 0 1
キッズコーディネーション 0 0 0 0 1 0 0 0 1

合気道 0 0 0 0 0 0 0 0 0
チアダンス 0 0 0 0 0 1 0 0 1
シンクロ 0 0 0 0 0 0 1 0 1
フットサル 0 0 0 0 0 0 1 0 1
一輪車 0 0 0 0 0 0 1 0 1

ローラースケート 0 0 0 0 0 0 1 0 1
ソフトボール 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ハンドボール 0 0 0 0 0 0 0 0 0

■参加者が所属しているスポーツの内訳(複数回答可)

4月 6月 7月 9月 10月 12月 1月 3月 合計

サッカー 7 5 5 5 1 1 2 3 29

水泳 5 0 2 0 0 0 1 0 8

バスケット 2 1 2 2 0 2 4 0 13

野球 1 1 4 1 3 1 5 2 18

体操 2 0 1 0 0 0 3 0 6

ラグビー 0 0 4 0 1 1 1 0 7

ハンドボール 0 0 1 0 0 0 0 0 1

水球 0 0 1 0 0 0 0 0 1

ドッジボール 0 0 1 0 0 0 1 0 2

ソフトボール 0 0 1 0 0 1 0 0 2

バレーボール 0 0 1 1 0 0 0 0 2
バトミントン 0 0 1 1 1 1 1 0 5

陸上 0 0 2 1 1 0 1 2 7

テニス 0 0 0 3 3 1 2 2 11

ゴルフ 0 0 0 1 0 0 0 1 2

卓球 0 0 0 1 2 0 0 0 3

なわとび 0 0 0 0 1 0 0 0 1

跳び箱 0 0 0 0 1 0 0 0 1

ラクロス 0 0 0 0 0 1 1 0 2

インラインスケート 0 0 0 0 0 0 2 0 2

ボルダリング 0 0 0 0 0 0 2 0 2

剣道 0 0 0 0 0 0 1 0 1

バレエ 1 0 0 0 0 0 0 0 1

ダンス 1 0 0 0 0 0 0 0 1

合計 19 7 26 16 14 9 27 10 128

回答者数 21 7 26 16 14 9 30 10 133
参加者数 114 28 22 24 23 19 48 9 287
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０
  
外
濠
公
園
  

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
  

か
け
っ
こ
教
室
＆
  

フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
  

  
５
月
１
２
日
（
木
）
  
１
８
::３
０
〜
２
１
::３
０
  
新
宿
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室
&&
小
体
育
室
  

走
り
方
講
演
＆
実
践
指
導
  

秋
本
真
吾
さ
ん
  

  
６
月
１
８
日
（
土
）
  
    
９
::３
０
〜
１
２
::３
０
  
落
合
中
央
公
園
野
球
場
  

か
け
っ
こ
教
室
＆
  

フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
  

  
７
月
１
６
日
（
土
）
  
  
９
::３
０
〜
１
２
::３
０
  
新
宿
こ
こ
・
か
ら
広
場
  

野
球
教
室
＆
ラ
グ
ビ
ー
教
室
  

  
８
月
２
４
日
（
水
）
  
１
８
::３
０
〜
２
１
::３
０
  
新
宿
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室
&&
大
体
育
室
  

元
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
  

齊
藤
祐
也
さ
ん
  

  
９
月
１
７
日
（
土
）
  
  
９
::３
０
〜
１
２
::３
０
  
落
合
中
央
公
園
野
球
場
  

野
球
教
室
＆
ラ
グ
ビ
ー
教
室
  

１
０
月
１
５
日
（
土
）
  
  
９
::３
０
〜
１
２
::３
０
  
新
宿
こ
こ
・
か
ら
広
場
  

野
球
教
室
＆
ラ
グ
ビ
ー
教
室
  

  
１
１
月
９
日
（
水
）
  
１
１
::０
０
〜
１
４
::０
０
  
牛
込
箪
笥
地
域
セ
ン
タ
ー
  
食
育
  栄
養
講
習
＆
調
理
実
習
  

川
口
美�
喜
子
教
授
  

１
２
月
１
７
日
（
土
）
  
  
９
::３
０
〜
１
２
::３
０
  
西
落
合
公
園
少
年
野
球
場
  
サ
ッ
カ
ー
教
室
＆
ラ
ク
ロ
ス
教
室
  

  
１
月
２
１
日
（
土
）
  
１
２
::４
５
〜
１
５
::４
５
  
新
宿
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

大
体
育
室
  

サ
ッ
カ
ー
教
室
＆
ラ
ク
ロ
ス
教
室
  

  
２
月
  
９
日
（
木
）
  
１
８
::３
０
〜
２
１
::３
０
  
新
宿
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室
&&
小
体
育
室
  

ソ
ル
テ
ィ
ー
ロ
フ
ァ
ミ
リ
ア
  

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
  

代
表
  
鈴
木
良
介
さ
ん
  

  
３
月
１
８
日
（
土
）
  
１
３
::３
０
〜
１
６
::３
０
  
落
合
中
央
公
園
野
球
場
  

サ
ッ
カ
ー
教
室
＆
  

ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
体
験
  

※
英
語
の
み
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
あ
り
  

  

※
日
程
や
内
容
は
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

   

     

※
保
護
者
、
指
導
者
対
象
の
イ
ベ
ン
ト
  

か
け
っ
こ
教
室
 

ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
と
な
る
「
走
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
誰
に
で
も
わ

か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
ま
す
！
走
る
の
に
一
番
大
事
な
事
を
知
っ

て
い
ま
す
か
？
是
非
早
く
な
る
瞬
間
を
実
感
し
に
来
て
く
だ
さ
い
！

 

フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
 

「
誰
で
も
」「
安
全
に
」「
簡
単
に
」
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

疑
似
体
験
で
き
ま
す
！
色
々
な
役
割
が
あ
る
か
ら
誰
も
が
ヒ
ー
ロ
ー

に
な
れ
る
、
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
感
じ
に
来
て
く
だ
さ
い
。

 

野
球
教
室
 

日
本
で
は
国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
の
野
球
！
打
っ
た
り
、
投
げ
た
り
そ
の

楽
し
さ
を
、
初
め
て
経
験
す
る
子
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
止
ま
っ

た
ボ
ー
ル
を
打
つ

T
ボ
ー
ル
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

 

ラ
グ
ビ
ー
教
室
 

昨
年
の

W
杯
以
降
日
本
中
で
ラ
グ
ビ
ー
が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す

ね
。
激
し
さ
も
魅
力
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、
タ
ッ
ク
ル
な
ど
の
接
触

な
し
で
本
来
の
魅
力
か
ら
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

 

サ
ッ
カ
ー
教
室
 

た
だ
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
挨
拶
や
仲
間
と
プ
レ
ー
す

る
事
、
夢
を
持
つ
大
切
さ
な
ど
、
子
ど
も
達
が
大
き
く
成
長
で
き
る

よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
を
準
備
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

 

ラ
ク
ロ
ス
教
室
 

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
か
ら
こ
そ
誰
も
が
気
軽
に
楽
し
め
る
よ
う
な
内

容
で
、
現
役
バ
リ
バ
リ
の
選
手
が
優
し
く
・
丁
寧
に
・
時
に
お
か
し

く
教
え
て
く
れ
ま
す
！
お
気
軽
に
参
加
し
に
来
て
く
だ
さ
い
。

 

ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
体
験
 

ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
体
験
を
通
じ
て
、
普
段
の
何
気
な
い
行
動
に

対
し
て
も
た
く
さ
ん
の
発
見
や
気
づ
き
が
生
ま
れ
ま
す
！
目
が
見
え

な
い
か
ら
こ
そ
見
え
る
新
し
い
世
界
を
体
験
し
に
来
て
く
だ
さ
い
。

 

食
育
 

み
な
さ
ん
は
ど
う
し
て
ご
は
ん
を
食
べ
て
い
ま
す
か
？
ゲ
ー
ム
を
通

じ
て
食
べ
る
事
に
つ
い
て
考
え
、
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
丈
夫
な
体
を

作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
！

 

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
♪
  

新
宿
区
協
働
事
業
  
ス
ポ
ー
ツ
環
境
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
  

平
成
２
８
年
度
年
間
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
  

77
月
以
降
の
イ
ベ
ン
ト
詳
細
は
順
次
チ
ラ
シ
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
  

上
記
イ
ベ
ン
ト
へ
の
申
込
の
際
は
氏
名
・
学
年
・
住
所
・
電
話
・
FF
AA
XX
・
参
加
希
望
日
を
お
伝
え
下
さ
い
。
  

イ
ベ
ン
ト
内
容
紹
介
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        ご
自

身
の

ラ
グ

ビ
ー

で
の

体
験

及
び

元
プ

ロ
ア

ス
リ

ー
ト

の
方

々
と

一
緒

に
行

っ
て

い
る

子
ど

も
向

け
ス

ポ
ー

ツ
事

業
の

中
で

実
践

し
て

い
る

子
ど

も
の

能
力

や
可

能
性

を
引

き
出

す
方

法
を

学
べ

る
セ

ミ
ナ

ー
で

す
。

わ
か

り
や

す
い

講
義

と

色
々

な
ス

ポ
ー

ツ
に

も
応

用
で

き
る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

シ
ョ

ン
や

ラ
グ

ビ
ー

ボ
ー

ル
を

使
用

し
な

が
ら

誰
も

が
楽

し
め

る
実

践

メ
ニ

ュ
ー

を
用

意
し

て
お

待
ち

し
て

い
ま

す
。

 

 
日
時

  
２
０
１
６
年
８
月
２
４
日
（
水
）
  

  
１
８
：
３
０
〜
２
１
：
３
０
  

  
会
場

	 
新
宿
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
&&
大
体
育
室
  

  
((新
宿
区
大
久
保
33
--55
--11
))  

  
対
象
者
・
参
加
費

指
導
者
//保
護
者
  対
象
  
  
５
０
０
円
  

※
当
日
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
 

  
持
ち
物

筆
記
用
具
、
運
動
で
き
る
服
装
、
室
内
用
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

 
  

  
申
込
方
法

  
一
般
社
団
法
人
地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進
ク
ラ
ブ
CC
rrii
aa
cc
aa
oo
あ
て
に
、
下
記
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入�
の
上
、
開
催
日
前

日
ま
で
に
、
FF
AA
XX
  又
は
メ
ー
ル
で
お
申
込
み
下
さ
い
。
指
導
者
の
方
は
所
属
・
競
技
名
も
ご
記
入�
下
さ
い
。
  

==
==

==
==

==
==

==
==

==
==

==
==

==
==

==
==

==
申
込
書

==
==

==
==

==
==

==
==

==
==

==
==

==
==

==
==

==
==

==
 

 
【
申
込
み
先
】

 一
般
社
団
法
人
地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進
ク
ラ
ブ

Cr
ia

ca
o（
百
人
町

1-
23

-7
）

 
電
話
０
３
（
６
９
０
８
）
８
１
１
９

 F
AX
０
３
（
６
９
０
８
）
８
９
０
８

 
E-

m
ai

l 
：

in
fo

@c
ri

ac
ao

.o
r.j

p 
 

                                 ==
==

==
==

==
==

==
==

==
==

==
==

==
==

==
==

==
申
込
書

==
==

==
==

==
==

==
==

==
==

==
==

==
==

==
==

==
==

==
 

 
【
申
込
み
先
】

 一
般
社
団
法
人
地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進
ク
ラ
ブ

Cr
ia

ca
o（
百
人
町

1-
23

-7
）

 
電
話
０
３
（
６
９
０
８
）
８
１
１
９

 F
AX
０
３
（
６
９
０
８
）
８
９
０
８

 
E-

m
ai

l 
：

in
fo

@c
ri

ac
ao

.o
r.j

p 
 

氏
名

ふ
り
が
な

 
保
護
者
・
指
導
者

○
で
囲
っ
て
く
だ
さ
い

 
所
属

 
競
技
名

 
住
所
	 
〒
	 
	 
	 
―

 
 

お
子
様
の
年
齢
	 
	 
	 
	 
	 
	 
歳

 

電
話

 
FA

X 
お
子
様
の
競
技

 

氏
名

ふ
り
が
な

 
学
年
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
年

 
参
加
希
望
日
（
参
加
し
た
い
日
に
✔
）
	 
	 

 
□

 7
月

16
日

 こ
こ
・
か
ら
広
場

 
□

 9
月

17
日
	 
落
合
中
央
公
園

 
□

 1
0
月

15
日

 こ
こ
・
か
ら
広
場

 

住
所
	 
〒
	 
	 
	 
―

 
 

電
話

 
FA

X 

齊
藤
祐
也
さ
ん

 (
元
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
選
手

) 
現
在
は
ラ
グ
ビ
ー
に
関
す
る
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
達
向
け
ス
ポ
ー
ツ

教
室
を
主
催
す
る
会
社
を
経
営
し
な
が
ら
、
現
場
で
の
指
導
も
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

 

	 
	 
	 

平
成
２
８
年
度
新
宿
区
協
働
事
業
	 
第
２
弾
	 

 

食
育
ゲ
ー
ム
  

  
も
あ
る
よ
！
  

  

  
齊
藤
祐
也
さ
ん
  

子
ど
も
の
能
力
や

 

開
催
日

 
７
月
１
６
日
（
土
）

 
９
月
１
７
日
（
土
）

 
１
０
月
１
５
日
（
土
）

 

時
	 
間

 
9
時

30
分
〜

 
12
時

30
分

 
9
時

30
分
〜

 
	 

12
時

30
分

 
9
時

30
分
〜

 
12
時

30
分

 

場
	 
所

 
新
宿
こ
こ
・
か
ら
広
場

 
（
新
宿
７
−
３
−
２
９
）

 
落
合
中
央
公
園
野
球
場

 
（
上
落
合
１
−
２
）

 
新
宿
こ
こ
・
か
ら
広
場

 
（
新
宿
７
−
３
−
２
９
）

 
	 
※
内
容
は
３
回
と
も
同
じ
で
す
が
、
複
数
回
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
！

 
対
	 
象
：
	 
区
内
在
住
の
小
学
生

 
内
	 
容
：
	 
江
尻
慎
太
郎
さ
ん
（
元
プ
ロ
野
球
選
手
）
に
よ
る
野
球
体
験
教
室
！

  
齊
藤
祐
也
さ
ん
（
元
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
選
手
）
に
よ
る
ラ
グ
ビ
ー
体
験
教
室
！

 
大
妻
女
子
大
学
の
川
口
ゼ
ミ
に
よ
る
食
育
ゲ
ー
ム
！

 
受
	 
付
：
	 
各
回
開
始
時
間
の
２
０
分
前
か
ら
受
付
い
た
し
ま
す
。

 
持
ち
物
：
	 
運
動
で
き
る
服
装
・
靴
・
タ
オ
ル
、
飲
み
物
等

 
費
	 
用
：
	 
１
人

  
５
０
０
円

 

申
込
み
：
	 
一
般
社
団
法
人
地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進
ク
ラ
ブ

C
ri

ac
ao

ク
リ
ア
ソ
ン

あ
て
に
、
各
開
催
日
前
日
ま
で
	 
	 

に
、
下
記
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

F
A

X
 又
は
メ
ー
ル
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

 
	 

F
A

X
の
場
合
返
信
で
き
る

F
A

X
番
号
を
記
入
下
さ
い
。
（
同
時
に
複
数
の
申
込
可
）

 
備
	 
考
：
	 
雨
天
中
止
	 

(降
雨
予
想
の
場
合
、

H
P
、

F
ac

eb
oo

k
に
開
催
の
有
無
を
掲
載
し
ま
す
。

) 
H

P
  

  
  

  
⇒
	 

ht
tp

://
cr

ia
ca

o.
or

.j
p/

sc
he

du
le

.h
tm

l 
F

ac
eb

oo
k 

 ⇒
	 

ht
tp

s:
//w

w
w

.f
ac

eb
oo

k.
co

m
/c

ri
ac

ao
.c

lu
b 

ク
リ
ア
ソ
ン

可
能
性
を
引
き
出
す
実
践
指
導
セ
ミ
ナ
ー
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日
付
  

時
間
  

会
場
  

種
目
  

  
７
月
１
６
日
（
土
）
  
  
９
::３
０
〜
１
２
::３
０
  
新
宿
こ
こ
・
か
ら
広
場
  

野
球
教
室
＆
ラ
グ
ビ
ー
教
室
  

  
８
月
２
４
日
（
水
）
  
１
８
::３
０
〜
２
１
::３
０
  
新
宿
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室
&&
大
体
育
室
  

元
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
  

齊
藤
祐
也
さ
ん
  

  
９
月
１
７
日
（
土
）
  
  
９
::３
０
〜
１
２
::３
０
  
落
合
中
央
公
園
野
球
場
  

野
球
教
室
＆
ラ
グ
ビ
ー
教
室
  

１
０
月
１
５
日
（
土
）
  
  
９
::３
０
〜
１
２
::３
０
  
新
宿
こ
こ
・
か
ら
広
場
  

野
球
教
室
＆
ラ
グ
ビ
ー
教
室
  

  
１
１
月
９
日
（
水
）
  
１
１
::０
０
〜
１
４
::０
０
  
牛
込
箪
笥
地
域
セ
ン
タ
ー
  
食
育
  栄
養
講
習
＆
調
理
実
習
  

川
口
美�
喜
子
教
授
  

１
２
月
１
７
日
（
土
）
  
  
９
::３
０
〜
１
２
::３
０
  
西
落
合
公
園
少
年
野
球
場
  
サ
ッ
カ
ー
教
室
＆
ラ
ク
ロ
ス
教
室
  

  
１
月
２
１
日
（
土
）
  
１
２
::４
５
〜
１
５
::４
５
  
新
宿
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

大
体
育
室
  

サ
ッ
カ
ー
教
室
＆
ラ
ク
ロ
ス
教
室
  

  
２
月
  
９
日
（
木
）
  
１
８
::３
０
〜
２
１
::３
０
  
新
宿
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室
&&
小
体
育
室
  

ソ
ル
テ
ィ
ー
ロ
フ
ァ
ミ
リ
ア
  

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
  

代
表
  
鈴
木
良
介
さ
ん
  

  
３
月
１
８
日
（
土
）
  
１
３
::３
０
〜
１
６
::３
０
  
落
合
中
央
公
園
野
球
場
  

サ
ッ
カ
ー
教
室
＆
  

ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
体
験
  

※
英
語
の
み
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
あ
り
  

   

※
日
程
や
内
容
は
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

    
            

     

※
保
護
者
、
指
導
者
対
象
の
イ
ベ
ン
ト
  

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
♪
  

新
宿
区
協
働
事
業
  
ス
ポ
ー
ツ
環
境
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
  

平
成
２
８
年
度
７
月
以
降
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
  

１
０
月
以
降
の
イ
ベ
ン
ト
詳
細
は
順
次
チ
ラ
シ
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
  

上
記
イ
ベ
ン
ト
へ
の
申
込
の
際
は
氏
名
・
学
年
・
住
所
・
電
話
・
FF
AA
XX
・
参
加
希
望
日
を
お
伝
え
下
さ
い
。
  

イ
ベ
ン
ト
内
容
紹
介

■
野
球
教
室
■

 
日
本
の
プ
ロ
野
球
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
チ
ロ
ー
選
手
な
ど
の
活
躍
で
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
こ
と
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
野
球
を
、
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
江
尻
慎
太
郎
さ
ん
が
正
し
い
ボ

ー
ル
の
投
げ
方
や
、
バ
ッ
ト
を
使
っ
て
ボ
ー
ル
を
打
つ
と
こ
ろ
ま
で
、
や
さ
し
く
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。
初
め
て

の
方
で
も
楽
し
め
る
よ
う
に
止
ま
っ
た
ボ
ー
ル
を
打
つ

T
ボ
ー
ル
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 
 

〜
講
師
紹
介
〜

 
 

元
プ
ロ
野
球
選
手
	 
江
尻
慎
太
郎
さ
ん

 
日
本
ハ
ム
〜
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ

~ソ
フ
ト
バ
ン
ク

 
  

■
ラ
グ
ビ
ー
教
室
■

 
昨
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
後
に
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
の
試
合
を
観
に
行
っ
た
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
激
し
い
コ
ン
タ
ク
ト
も
魅
力
の
一
つ
で
す
が
、
ま
ず
は
コ
ン
タ
ク
ト
や
タ
ッ
ク
ル
な
く
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
相
手
を

抜
い
て
い
く
楽
し
さ
な
ど
、
ラ
グ
ビ
ー
が
持
っ
て
い
る
魅
力
を
教
え
て
い
き
ま
す
。
あ
ま
り
手
に
す
る
機
会
の
な
い
楕

円
形
の
ボ
ー
ル
を
投
げ
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
？

 
 

〜
講
師
紹
介
〜

 
 

元
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
	 
齊
藤
祐
也
さ
ん

 
 

ラ
グ
ビ
ー
の
魅
力
は
も
ち
ろ
ん
体
を
動
か
す
こ
と
が
楽
し
く
な
る
メ
ニ
ュ
ー

を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

  

■
食
育
ゲ
ー
ム
■

 
大
妻
女
子
大
学
川
口
教
授
や
ゼ
ミ
生
が
子
ど
も
達
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て
く
れ
ま

す
。
食
事
と
栄
養
に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る
ゲ
ー
ム
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

〜
講
師
紹
介
〜

 
 

大
妻
女
子
大
学
川
口
美
喜
子
教
授
と
ゼ
ミ
生

 
 

食
べ
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
、
知
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
す
る
こ
と

で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る
丈
夫
な
体
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
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元ラグビー選手の齊藤祐也さんが、ご自身の経験等を踏まえたわかりやすい講義で解説します。

また、ボールを使った鬼ごっこやパスの練習等の実技を行い、コーディネーショントレーニン

グの考え方や、パス回しやプレー中の立ち回りが苦手な子どもの上達の秘訣をお教えします。

是非ご参加ください。  

 日時

  ２０１６年1100月11日（土）  
  １８：００〜２１：００  

  会場

	 新宿スポーツセンター小体育室  

  ((新宿区大久保33--55--11))  

  対象者・参加費

指導者//保護者  対象    ５００円  

※当日託児はありませんのでご了承下さい。 

  持ち物

筆記用具、運動できる服装、室内用運動靴、タオル、飲み物など   

  申込方法

  一般社団法人地域スポーツ推進クラブCCrriiaaccaaoo あてに、下記申込書に必要事項を記入�の上、開催日

前日までに、FFAAXX  又はメールでお申込み下さい。指導者の方は所属・競技名もご記入�下さい。  

==================================申込書==================================== 

 
【申込み先】 一般社団法人地域スポーツ推進クラブ Criacao（百人町 1-23-7） 

電話０３（６９０８）８１１９ FAX０３（６９０８）８９０８ 
E-mail ：info@criacao.or.jp 

氏 名
ふりがな

 保護者・指導者
○ で 囲 っ て く だ さ い

 
所属 

競技名 

住所	 〒	 	 	 ―  お子様の年齢	 	 	 	 	 	 歳 

電話 FAX お子様の競技 

齊藤祐也さん (元ラグビー日本代表選手) 

現在はラグビーに関する活動はもちろん、子ども達向けスポーツ

教室を主催する会社を経営しながら、現場での指導も続けられて

います。 

	 	 	 

齊藤祐也さん  

子どもの能力や 
可能性を引き出す実践指導セミナー 
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～食育から学ぶスポーツに必要な栄養～
食事で育てる！食事で鍛える！

 

  
 

 
  

 FAX  

 

 Criacao 1-23-7  
 FAX  

E-mail info@criacao.or.jp 

 

平成28年１１月９日（水）
11:00-14:00

成長期の子ども達が必要な栄養素を摂取するにはバランスの良い食事が欠かせません！
子どもがスポーツをしている場合はなおさら普段の食事にちょっとした工夫とアイディ
アをプラスして、スポーツに取り組む子どもを食事の面からサポートしませんか？
スポーツに必要な筋力・持久力・柔軟性がつく手助けになる知識をセミナーと調理実習
を通じてお伝えします。

牛込箪笥地域センター４F
(箪笥町 15番地 )

対象　：保護者・指導者
川口美喜子教授

大妻女子大学家政学部 教授
管理栄養士・公認スポーツ栄養士

※当日調理実習を行い、 作ったものを食べながらのセミナーとなります。

参加費：５００円
持ち物：筆記用具、エプロン

 

 

定員　：２０名

一般社団法人地域スポーツ推進クラブCriacao あてに、下記申込書に必要事項を記入の上、開催日

前日までに、FAX又はメールでお申込み下さい。指導者の方は所属・競技名もご記入下さい。

※使用したい食材は1週間前までに申込書をお送りいただいた方の希望を採用させていただきます。
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ラクロス教室
サッカー教室 &

一般社団法人地域スポーツ推進クラブ Criacao( クリアソン ) あてに、下記申込書に必要事項を記入の上、開催日前日までに、FAX 又はメールでお申込下さい。
受付の返信を行なっておりますので、FAX 番号もしくは info@criacao.or.jp 受信可能なメールアドレスでお申込下さい。

サッカーを通じて夢を持つ
ことの大切さを伝えたい！

ラクロスというスポーツの魅力を
楽しくお伝えします！

■講師

本田圭佑プロデュース

ソルティーロファミリア
サッカースクール

コーチ陣
※本田圭佑選手は来場し

ません。

食育ゲーム
も開催

平成 28年度 新宿区協働事業 第３弾

開催日

時間
場所

対象

1月 21日 ( 土 )

13:00～16:00

新宿スポーツセンター大体育室
(大久保 3-5-1)

区内在住の小学生
参加費

受付

持ち物

500円

開始時間の２０分前から

飲み物、タオル、運動出来る服装
室内シューズ

================================== ===================================== 

 Criacao 1-23-7  
 FAX  

E-mail info@criacao.or.jp 
 

   
 

 

  

 FAX 

[ サッカー ]

[ ラクロス ]

ラクロス普及実行委員会
Team LiD 
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平成 28年度 新宿区協働事業 第４弾

～あなたの声かけ一つで子どもが変わる～
サッカーから考える子どもの成長！
実践指導セミナー

  
 

 

   

 FAX  

================================== ====================================

Criacao 1-23-7
FAX  

E-mail info@criacao.or.jp

一般社団法人地域スポーツ推進クラブ Criacao( クリアソン ) あてに、下記申込書に必要事項を記入の上、開催日前日までに、FAX 又はメールでお申込下さい。
受付の返信を行なっておりますので、FAX 番号もしくは info@criacao.or.jp 受信可能なメールアドレスでお申込下さい。

平成２９年２月１１日 (土・祝 )
18:00～21:00

新宿スポーツセンター
大会議室＆小体育室
(大久保３－５－１)

対象　：保護者・指導者
参加費：５００円
持ち物：筆記用具、運動できる服装
　　　　室内シューズ、タオル、飲み物
受付　：開始時間の 20分前から

講師：鈴木良介さん
本田圭佑選手プロデュース
ソルティーロファミリア
サッカースクール　代表

ソルティーロファミリアサッカースクールで、本田圭佑選手の体験を基にした指導カリキュラムの
作成や、コーチングスタッフへの指導を行っている鈴木良介さんによるセミナーを開催。
スポーツをする子どもの成長を促すための指導者・保護者の関わり方について、本田選手と徹底的
に議論して導き出した理論に基づき解説すると共に、基礎練習や４対３、３対３のゲーム等のトレー
ニングメニューの実践も行います。

備考　：当日託児はございません
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一般社団法人地域スポーツ推進クラブ Criacao( クリアソン ) あてに、下記申込書に必要事項を記入の上、開催日前日までに、FAX 又はメールでお申込下さい。
受付の返信を行なっておりますので、FAX 番号もしくは info@criacao.or.jp 受信可能なメールアドレスでお申込下さい。

食育ゲーム
も開催

平成28年度 新宿区協働事業 第 5弾

================================== ==================================== 

 Criacao 1-23-7  
 FAX  

E-mail info@criacao.or.jp 
 

 

英語を学べるサッカー教室
&ブラインドサッカー体験

平成29年3月18日 (土 )

場所　：落合中央公園野球場 (上落合１-２)
対象　：区内在住の小学生

参加費：５００円
持ち物：運動できる服装、タオル

受付　：13:10～

備考　：雨天中止
　　　　降雨予報の場合HP・FaceBook
　　　　ページに開催の有無を掲載します。

  

   

 FAX 

13:30~16:30

飲み物、防寒着etc

　　　　URLは裏面参照。

Let’

■講師

イングランド強豪チームのアカデミーコーチを

元日本代表で現役の選手が教えてくれます！

■講師

NPO 法人 日本ブラインドサッカー協会

ソルティーロファミリアサッカースクール講師陣

経験した方がメイン講師です！

本田圭佑プロデュース

※本田圭佑選手は当日来場しません

s Enjoy Football !
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イベント内容紹介

ご参加お待ちしております！

～英語を学べるサッカー教室～

～ブラインドサッカー体験～

～食育ゲーム～

止める・蹴るといったサッカーの基本的な動きをしながら楽しく英
語を学びます。サッカーが初心者でも、英語がわからなくてもヒン
トをもらいながら、友達と協力して最後はみんなで試合形式までで
きるような内容でお待ちしています！

NPO法人日本ブラインドサッカー協会
目からは情報の８割を得ていると言われていますが、プレイヤーは目の見
えない状態でプレーしています！当日は元日本代表で今も現役で活躍して
いる選手が教えてくれます。

大妻女子大学家政学部川口教授及び川口ゼミ学生
みなさんは「なぜごはんを食べていますか？」食育活動を通じて
食事がなぜ大事なのかを伝え、子ども達の食事環境がより良いもの
になるように取り組んでいます。

■WEBサイトURL
HP　　　　　http://criacao.or.jp/cooperation/schedule.html
FaceBook　https://www.facebook.com/criacao.club/

「サッカーを通じて夢を持つ大切さを伝えたい」という理念を元に活動し
ております。(※本田圭佑選手は来場しません。)

■講師紹介

ソルティーロファミリアサッカースクール講師陣

■講師紹介

アイマスクをした状態で体操をしたり、歩いたり、走ったり、音が
鳴るボールを使ったメニューを用意してお待ちしています。目が見
えない人にどうやって伝えるか？考えながらも、誰もが楽しんで挑
戦できるメニュー内容でお待ちしています！

■講師紹介

食事と栄養についてわかりやすいイラストと、実際に体を動かし友
達と協力して学べるゲームを用意してお待ちしています。

本田圭佑プロデュース

■4月のイベントのお知らせ
4月29日（土・祝）９：３０-１２：３０@落合中央公園野球場 (上落合１-２）
かけっこ教室＆フラッグフットボール教室を開催します。
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平成 28 年度新宿区協働事業 実績報告資料 

商店街ホームページ活性化事業 

作成日 平成 29 年 5 月 8 日 

団体名 特定非営利活動法人 団塊のノーブレス・オブリージュ 

作成者 ホームページ商店街活性化事業担当 田中 

提案企画書 

内容 

事業目的 

・商店街活性化、区民・消費者の生活利便性向上 

事業目的の実現に向けて解決すべき課題 

・商店街情報の ICT 化と発信を通しての商店街への人の誘致やコミュニティ形成 

課題解決の手法や形態 

・新しい区商連の HP を情報媒体として HP コンテンツの作成や更新の支援を行う 

区担当課との 

事前確認内容 

事業目的 

・区商連の HP を区内商店会に浸透させ、区内商店会の IT リテラシー向上を図る。 

・区内商店会、個店の新たな情報を発掘、発信し、「新宿ルーペ」の魅力を高める。 

・上記を通じて、区内商店会並びに個店の活性化を図る。 

事業概要 

１「新宿ルーペ」内の区内商店会のページ作成・更新支援 

２「新宿ルーペ」内の区商連・区内商店会ページ向けのイベント取材・記事作成更新 

３「新宿ルーペ」への区内商店会加盟店登録支援（平成２８年度より追加） 

取組と実績 １「新宿ルーペ」内の区内商店会のページ作成・更新支援 

目標：年間を通して３０商店会程度の HP 作成・更新を行う。 

内容；作成支援にあたって、該当する商店会の実地調査（写真撮影、特徴の把握等）、書籍や

WEB 等による情報収集を行い、調査や収集した情報を基に商店会ページの写真、アピ

ールポイント、イベント等の掲載しページの土台を構築する。 

実績：３２商店会の HP 作成・更新を実施 

２．「新宿ルーペ」内の区商連・区内商店会ページ向けのイベント取材・記事作成更新 

  商店会 IT 担当と接触し、ホームページの運営をサポート 

目標；年間を通して４回程度の取材・記事作成を行い、情報をページに掲載する。 

内容：当 NPO のメンバーと関わりがある若い世代と連携し、多角的な視点で区内商店会や

個店の魅力を発掘しアピールにつながるよう努める。 

実績：早稲田ｸﾗﾌﾄﾋﾞｰﾙｵｸﾄｰﾊﾞｰﾌｪｽﾄ（早大通り商栄会）、ﾊﾛｳｨﾝﾊﾟｰﾃｨｰ（目白銀座商店会） 

   新宿ﾄﾗｯﾄﾞｼﾞｬｽﾞﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ（新宿要通り共栄会）ｻﾝﾀが街にやってきた（新宿東口商店街振興組合） 

３「新宿ルーペ」への区内商店会加盟店登録支援（平成２８年度より追加） 

目標：年間を通して３００店程度の個店の HP への登録支援を行う。 

内容：HP へ個店の情報、写真の掲載を行う。 

実績：３００店を超える個店の登録支援を実施した。 

目指すかたち ・ネット上の商店会加盟店の電話帳としての機能 

区内商店会の加盟店情報が、ネット検索できること 

・商店会の意識改革 

商店会がネットによる情報発信の重要性を認識し、ツールとして新宿ルーペを活用す

ることにより、商店会活性化や区民生活向上につながるようになること 
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平成 28年 9月 3日 

NPO法人団塊のノーブレスオブリージュ 

 

平成 28年度上期 新宿ルーペ改善・要望提案一覧 

 

本提案は新宿区商店街 HP活性化事業において、商店会や個店を訪問し新宿ルーペ内のページの作

成更新作業、IT活用サポートを実施してきた経緯で、ユーザーからの声や使い勝手向上のために仕様

の変更を要望する点、その他気付いた点について重要度の高いものを掲載し整理したものである。 

 

改善・要望 具体的内容 問題点等 対応状況 

グーグルアナリテ

ィクスの利用権限

付与 

毎月実施している会合において、商店会や個店のサイトのコン

テンツ構築が訪問者数やページビューにどれくらい影響してい

るか報告し、またユーザーの行動を把握することで、今後の活

動の参考資料として活用するために使用権限を求めた。 

H28.4提案 

 

H28.4 

対応済 

検索ワード把握の

ためのサイトへの

サーチコンソール

統合 

商店会を訪問し新宿ルーペの説明する際に、消費者が商店街主

催のイベントや個店などについてネットで調べるにあたり、ど

のようなキーワードで検索しているのか、またどれくらいの割

合で検索されているのかなどについてのデータを示すことで、

定期的なサイト更新のインセンティブとなる。 

H28.4提案 

 

H28.9 

対応検討中 

商店会 IDでの所

属店舗のページの

編集 

今年度から所属店舗を商店会権限で登録できる機能が追加され

た。それに伴い、商店会権限で登録されている個店のページの

写真掲載やトピック等の更新作業を横断的にする際に、ログア

ウトとログインを繰り返す操作をしなければならないので、常

に商店会 IDでログインした状態でできるようにしてほしい。 

H28.4提案 

 

仕様上変更

することが

難しい 

各ページ TOPへ

表示される新宿ル

ーペのキャッチコ

ピーの変更 

新宿区内のお店＆商店会とお客をつなぐＳＮＳサイト「新宿ル

ーペ」がキャッチコピーになっているが、新宿区内の商店街や

お店の情報が掲載されているサイトということが、サイトの訪

問者にすぐに伝わるような文言に変更してほしい。現状におい

ては、SNS機能を活用する前段階と思われるので、まずは新

宿ルーペが何のサイトなのかということをネット上で検索する

方に対して認知してもらう必要がある。 

H28.5提案 

 

H28.9 

対応検討中 

地図上の店舗の位

置を地図拡大した

際にも表示する 

個店ページにおいて地図上に店舗の位置がプロットされている

が地図がかなり小さくそのままでは見にくいため、ユーザーが

グーグル・マップ上に拡大して表示することが想定される。現

状では、拡大した際に店舗の位置が表示されず、お店の場所が

わからないため、拡大した場合でも拡大前と同様に表示するよ

うにしてほしい。 

H28.5 提案 

 

H28.9 

対応検討中 

商店会、個店ペー

ジの表示写真 

商店会、個店ページに掲載する写真を 3枚まで入力できるので

ランダムで入れ替わるように設定できる機能を搭載してほしい 

H28.9提案 

対応検討中 
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平成 29年 3月 7日 

NPO法人団塊のノーブレスオブリージュ 

 

平成 28年度下期 新宿ルーペ改善・要望提案一覧 

 

本提案は新宿区商店街 HP活性化事業において、商店会や個店を訪問し新宿ルーペ内のページの作

成更新作業、IT活用サポートを実施してきた経緯で、ユーザーからの声や使い勝手向上のために仕様

の変更を要望する点、その他気付いた点について重要度の高いものを掲載し整理したものである。 

 

改善・要望 具体的内容 問題点等 対応状況 

ハイパーリンクの

掲載機能付与 

危険性のあるページへの誘因をチェックするためにクッション

ページをはさんだうえでのハイパーリンク機能付加すれば 

安全かつ自社ページとも連携でき相乗効果が期待できる。 

下記２とおりが考えられ、費用は前者の方が手間なく安価 

１．全てのページにクッションページをはさむ 

２．サイト内はクッションページをはさまず 

外部ページへはクッションページをはさむ 

H28.10提案 

 

H29.3 

対応検討中 

トップページデザ

インの検討 

現段階では、トピック更新頻度がアクセス数にあまり結びつ

いていない。これはトップページからの行動フローを解析した

ときにトピックへ流れる割合が少ないこともわかる。フローリ

ストセブンについてはページビュー数で上位にランクインして

いるが、これは検索（店名等）が多い。全体のアクセス数、ト

ップページからトピックやイベントへの更新された記事への流

れの増加は課題である。このためにはトップページからトピッ

クやイベントの欄をクリックしてもらいやすくする工夫が必要 

 

※ 参考 トップページからの遷移アクセス 

H27.3 - H29.2（対トップページ総セッション 2.8万） 

１．商店会一覧 3,558  ２．初夏の大商業まつり 1,662 

３．地図で探す 1,455  ４．トピック 1,108  

５．新着店舗 666    １０．フリーワード検索 436  

H28.12提案 

 

H29.3 

対応検討中 

コミュニティペー

ジと商店会ページ

の連動機能および

SEOの向上 

コミュニティはトップページ直下に位置しており、新しいコミ

ュニティを立ち上げたとしても、コミュニティページの掲載コ

ミュニティを閲覧する、もしくはコミュニティ検索によって既

存のコミュニティを見ることができるが、商店会のページには

掲載されない仕様である。 

商店会ページからコミュニティへリンクされるような機能を付

加できれば商店会ページのアクセス増加になる。 

H28.12提案 

 

H29.3 

対応検討中 

クーポン機能や抽

選機能付与 

新宿ルーペへアクセスしてもらうためには何らかのインセンテ

ィブが必要。サイトにアクセスするとその場で抽選できる、1

回限り使用できるクーポンページがあればアクセス増加になる 

H28.12提案 

H29.3 

対応検討中 
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3.マイホームマイホームマイホームマイホーム(ログインしてログインしてログインしてログインしていいいいる時のみる時のみる時のみる時のみ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

お店のお店のお店のお店の基本情基本情基本情基本情

報を見ること報を見ること報を見ること報を見ること

ができができができができますますますます    
8 

9 

6 

5 

4 

3 

10 

7 

写真写真写真写真とプロフィとプロフィとプロフィとプロフィ

ールの編集ールの編集ールの編集ールの編集するするするする

ことができことができことができことができますますますます    

自分自分自分自分の関係者一覧をの関係者一覧をの関係者一覧をの関係者一覧を

見ることができ見ることができ見ることができ見ることができますますますます    

・・・・トピックをトピックをトピックをトピックを見る見る見る見る

ことがことがことがことができできできできますますますます    

・トピック・トピック・トピック・トピックの編集の編集の編集の編集

をすることをすることをすることをすることがでがでがでがで

ききききますますますます    

自分の自分の自分の自分の評価を見ることができ評価を見ることができ評価を見ることができ評価を見ることができますますますます    

自分の自分の自分の自分のお店のアピールポイントお店のアピールポイントお店のアピールポイントお店のアピールポイント

を編集を編集を編集を編集することすることすることすることができができができができますますますます    

お店のお店のお店のお店の地図を地図を地図を地図を見る見る見る見ることができことができことができことができますますますます    

口口口口コミをコミをコミをコミを見ることが見ることが見ることが見ることができできできできますますますます    

口口口口コミをコミをコミをコミを書くことが書くことが書くことが書くことができできできできますますますます    

2 

1 

お店のお店のお店のお店の紹介を紹介を紹介を紹介を見ることができ見ることができ見ることができ見ることができますますますます    

お店の紹介お店の紹介お店の紹介お店の紹介の編集の編集の編集の編集することすることすることすることができができができができますますますます    

53

daiichi
長方形

daiichi
挿入テキスト

daiichi
テキストボックス
新宿ルーペ画面説明（個店、商店会ページ）

hello
テキストボックス
　　　　　　　　　新宿ルーペ説明資料　「新宿ルーペ」とは新宿区内のお店＆商店会とお客をつなぐSNSサイトです

daiichi
長方形
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2.トップページトップページトップページトップページ 

 

2 3 

新着新着新着新着店店店店かつ写かつ写かつ写かつ写

真アップロー真アップロー真アップロー真アップロー

ドされたドされたドされたドされた５件５件５件５件

をををを大きく大きく大きく大きく表示表示表示表示    

３種類３種類３種類３種類の検索の検索の検索の検索方法方法方法方法

ででででお店をお店をお店をお店を検索する検索する検索する検索する

ことがことがことがことができますできますできますできます    

4 

現在現在現在現在開催中の開催中の開催中の開催中の    イベイベイベイベ

ントをントをントをントを最新最新最新最新 5555 件まで件まで件まで件まで

見ることが見ることが見ることが見ることができますできますできますできます    

5 

開催開催開催開催予定のイベントの情報を予定のイベントの情報を予定のイベントの情報を予定のイベントの情報を最最最最

新新新新 5555 件件件件までまでまでまで見ることが見ることが見ることが見ることができますできますできますできます    

1 

個個個個店の最新記事店の最新記事店の最新記事店の最新記事    

を掲載を掲載を掲載を掲載    

((((TwitterTwitterTwitterTwitter ともともともとも連動連動連動連動))))    

言語言語言語言語の変更の変更の変更の変更をすることがをすることがをすることがをすることができできできできますますますます    

((((日本語日本語日本語日本語か英語か英語か英語か英語))))    

54

ir013754580
テキストボックス
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2.3.新宿区の新宿区の新宿区の新宿区の個店個店個店個店を探そうを探そうを探そうを探そう 

 

 

2.3.1.業種で探す業種で探す業種で探す業種で探す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５つ５つ５つ５つの業種の業種の業種の業種のののの中から目的の業種中から目的の業種中から目的の業種中から目的の業種をををを

探し、そこからジャンルに分けて探し、そこからジャンルに分けて探し、そこからジャンルに分けて探し、そこからジャンルに分けて

検索することができ検索することができ検索することができ検索することができますますますます    

1 

2 

3 

1 
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30 
 

 

 

 

 

 

 

  

入力入力入力入力が終わったら、が終わったら、が終わったら、が終わったら、

「「「「確定確定確定確定」」」」ををををクリッククリッククリッククリック    

投稿投稿投稿投稿したトピックしたトピックしたトピックしたトピックはははは後から後から後から後から

編集と削除ができ編集と削除ができ編集と削除ができ編集と削除ができますますますます    

本文と本文と本文と本文とタイトル入力タイトル入力タイトル入力タイトル入力するするするする    

同時に同時に同時に同時に 3333 枚まで写真を枚まで写真を枚まで写真を枚まで写真を    

載せることが載せることが載せることが載せることができできできできますますますます    

1 

2 3 

写真写真写真写真は１、２は１、２は１、２は１、２、、、、３３３３

の順で表示の順で表示の順で表示の順で表示    「タイトル」と「タイトル」と「タイトル」と「タイトル」と

「「「「本文本文本文本文」」」」がががが表示表示表示表示    
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しんじゅく防災フェスタ 2016 実績 

 

１ 日時 平成 28年 9月 4日（日）10:00～17:00  

２ 場所 都立戸山公園、新宿スポーツセンター 

３ 目的 防災について楽しみながら学べるイベントを実施し、幅広い層が防災・減災に興味を持つきっ

かけをつくる 

４ 対象 新宿区在住・在勤・在学者など 

  ※H28年度は特に親子・若者・外国人層の参加を促す 

５ 参加人数 約 3,000名（各プログラムの参加人数は別紙参照） 

６ 内容 ※別紙プログラムを参照 

７ 主催 しんじゅく防災フェスタ 2016実行委員会 

８ HP・SNS 公式ホームページ：http://bosai-festa.com/ 

   公式 Facebook：https://www.facebook.com/shinjukubosaifesta2016/ 

 

■関係団体（法人格等は省略） 

（実行委員会） 新宿区危機管理課、ピースボート災害ボランティアセンター、新宿区社会福祉協議会 

  東京都公園協会、東京 YMCA、難民支援協会、東京土建新宿支部チーム NAMAZU 

  東京都助産師会 新宿中野杉並助産師会地区分会 

（ 協 力 ） 新宿区町会連合会（広報協力）、新宿消防署（企画・広報協力）、プラス・アーツ（企画協力） 

目白大学社会学部メディア表現学科（撮影・広報協力） 

Earth Literacy Program（企画協力）、熊本県東京事務所（ブース・企画協力） 

グリーンバード新宿チーム（ボランティア協力）、豊南高校手話部（ボランティア協力） 

（ 協 賛 ）  伊藤園新宿支店（物品提供）、スターバックスコーヒー（物品提供）、UMCOR（助成金協力） 

  IP-Net株式会社（物品貸出）、防災・減災日本 CSOネットワーク（助成金協力）  

（ブース出展） 東京ガス中央支店、東京電力パワーグリッド東京総支社、NTT東日本、新宿警察署 

  陸上自衛隊第 1普通科連隊、新宿区防災都市づくり課、日本気象協会、東京都公園協会 

  新宿区防災サポーター、伊藤園新宿支店、熊本県東京事務所、ほやほや学会、JCI 

スィゥミャンマー、高田馬場福祉作業所「まりそる」、マルマル、新宿区社会福祉協議会 

世界の医療団、椿の学びづくり推進協議会／環境復興機構、パルシステム東京 

セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン、東京土建新宿支部／チームNAMAZU 

東京都助産師会 新宿中野杉並助産師会地区分会 

■メディア掲載  

7/18 NHK「首都圏ニュース」／9/2 NHK「ひるまえほっと」／9/5 朝日新聞・地域面 

9/12～9/18 JCOM「デイリーニュースダイジェスト」、その他各種インターネットニュースサイト等 

＜後日掲載・放送予定＞ 

・防災啓発番組、公式プロモーション映像 （目白大学社会学部メディア表現学科「めじ TV」）  

・「地震に備える」「地震が発生したら」「避難生活の心構え」（映学社） 

・高校生用映像教材「これから始める高校生のボランティア活動」 

（日本コロムビア株式会社、株式会社ゴッチ） 
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地域防災・減災の担い手育成 実績 

 

１ 目的 「しんじゅく防災フェスタ 2016」の準備・広報活動等への参加を通して、災害時に率先して

災害対応に当たることのできる人材の確保、育成を行う 

２ 募集期間 平成 28年 4月～8月 ※一部、3月に募集開始  

  研修期間 平成 28年 4月～平成 29年 3月 

３ 募集種類 A）フェスタ運営ボランティア：事前研修にも参加、当日のボランティアリーダー等 

  B）語学ボランティア：フェスタ当日の通訳・翻訳、コミュニケーションサポート 

  C）当日ボランティア：フェスタ当日の設営・企画・運営サポート・片付け等 

  D）ブースボランティア：各ブース出展団体の職員・ボランティア等 

４ 募集条件 防災・減災に関心があり、積極的に活動したい方 

  区内在住、在勤、在学のいずれかに該当する方（その他も受け入れ） 

18歳以上（当日ボランティアは 15歳以上） 

事前の説明会、フェスタ当日の活動に参加できる方 

５ 募集方法 「しんじゅく防災フェスタ 2016」公式ホームページ、Facebook 

  実行委員会団体の職員、団体登録ボランティア・会員等 

  インターネット情報ポータルサイト、区内の大学生ボランティアサークル 

  新宿区社会福祉協議会「災害ボランティア養成講座 スキルアップ編」受講者 

  ピースボート災害ボランティアセンター「災害ボランティア・トレーニング」受講者 

６ 研修内容 4/29(金) わが家の災害対応ワークショップ 参加：10名 

5/22(日) 新宿区の被害想定と学校避難所視察（四谷中学校）参加：11名 

6/26(日) 多文化共生防災まち歩き 参加：19名 

7/18(月) 熊本支援NGO合同報告会 参加：14名 

9/04(日) しんじゅく防災フェスタ 2016当日の各防災・減災プログラム 

10月以降 各地区の避難所防災訓練への参加呼びかけ 

※その他、わが家の災害対応ワークショップ講師養成、子ども向け防災プログラム「イザ！カ

エルキャラバン模擬練習会」、「災害ボランティア入門」講座（期間問わず） 等 

 

■ボランティア参加人数（フェスタ当日不参加者は除く） 

合計 219名 

 ・運営ボラ：21名（ボランティアリーダー13、広報 5、防災教育 3） 

・語学ボラ：29名（英語 12、中国 3、ポルトガル 1、アラビア 1名、やさしい日本語 1、手話 11） 

・当日ボラ：125名 

（団体：東京土建チーム NAMAZU、東京 YMCA、グリーンバード新宿チーム、早稲田 POST） 

・ブースボラ：36名 

・その他：撮影ボラ 8名（目白大学社会学部メディア表現学科「めじ TV」） 

 

           以上 

資料２ 

65



し
ん

じ
ゅ

く
防

災
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
6
　

各
プ

ロ
グ

ラ
ム

参
加

人
数

覧

※
イ

ン
フ

ォ
メ

ー
シ

ョ
ン

で
配

布
し

た
う

ち
わ

プ
ロ

グ
ラ

ム
数

は
2,

50
0枚

。
不

要
・グ

ル
ー

プ
で

1つ
の

受
取

な
ど

も
あ

っ
た

の
で

、
来

場
者

は
そ

れ
以

上
。

作
成

：
P

B
V

場
所

や
く
ど

う
ス

テ
ー

ジ
人

数
や

く
ど

う
広

場
人

数
や

く
ど

う
周

辺
人

数
芝

生
人

数
セ

ミ
ナ

ー
テ

ン
ト

人
数

幼
児

体
育

室
（
1
F
）

人
数

大
会

議
室

（
2
F
）

人
数

小
会

議
室

（
2
F
）

人
数

ロ
ビ

ー
（
1
F
、

2
F
）

人
数

テ
ー

マ
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

3
6
0

防
災

体
験

・
訓

練
1
,9

8
0

車
両

展
示

・
体

験
4
5
5

1
4
テ

ン
ト

－
2
0
分

×
1
コ

マ
1
3
6

救
命

講
習

+
予

備
8
0

フ
ォ

ー
ラ

ム
5
0

セ
ミ

ナ
ー

＆
本

部
5
2

展
示

3
5
0

担
当

1
0
0
0

オ
ー

プ
ニ

ン
グ

（
鶴

巻
小

、
区

長
挨

拶
）

1
0
0
0
～

1
0
3
0

1
0
0

防
災

教
育

ボ
ラ

オ
リ

エ
ン

－

1
1
0
0

ナ
ダ

レ
ン

ジ
ャ

ー
（
防

災
科

学
実

験
）

1
1
0
0
～

1
1
3
0

2
0

ブ
ー

ス
団

体
枠

　
①

1
1
0
0
～

手
話

講
座

　
②

1
1
3
0
～

お
た

ま
劇

場
1
0

3
0

1
2
0
0

防
災

ク
イ

ズ
（
し

ん
ち

ゃ
ん

）
1
1
4
5
～

1
2
1
5

3
0

　
③

1
2
0
0
～

助
産

師
会

①
　

④
1
2
3
0
～

椿
の

学
び

7 7

1
3
0
0

か
え

っ
こ

オ
ー

ク
シ

ョ
ン

1
2
3
0
～

1
3
0
0

3
0

　
⑤

1
3
0
0
～

区
の

視
察

　
⑥

1
3
3
0
～

S
C

J
2
0

1
0

当
日

ボ
ラ

午
後

オ
リ

エ
ン

－
休

憩
場

所
・
設

営
1
2
0
0
～

1
3
3
0

－

1
4
0
0

ナ
ダ

レ
ン

ジ
ャ

ー
（
防

災
科

学
実

験
）

1
4
0
0
～

1
4
3
0

3
0

消
防

：
煙

ハ
ウ

ス
1
0
0
0
～

1
6
0
0

4
0
0

　
⑦

1
4
0
0
～

お
た

ま
劇

場
　

⑧
1
4
3
0
～

助
産

師
会

②
3
0 7

ス
タ

バ
コ

ー
ヒ

ー
1
3
0
0
～

1
4
0
0

1
0
0

1
5
0
0

熊
本

ア
ピ

ー
ル

（
く
ま

モ
ン

）
1
5
0
0
～

1
5
2
0

1
2
0

　
⑨

1
5
0
0
～

×
　

⑩
1
5
3
0
～

手
話

講
座

× 1
5

1
6
0
0

か
え

っ
こ

オ
ー

ク
シ

ョ
ン

1
5
3
0
～

1
6
0
0

3
0

片
付

け
－

1
7
0
0

片
付

け
・
撤

収

準
備

・
設

営

事
務

局
、

危
機

管
理

課
写

生
会

：
新

宿
消

防
触

れ
る

地
球

：
E
L
P

2
5
0

－

－ 5
0

－

各
出

展
者

事
務

局
・
協

力
団

体
各

セ
ミ

ナ
ー

担
当

者

戸
山

公
園

触
れ

る
地

球
1
0
0
0
～

1
7
0
0

消
防

写
生

会
1
0
0
0
～

1
6
0
0

防
災

ス
ラ

イ
ド

資
料

・
チ

ラ
シ

設
置

1
0
0
0
～

1
7
0
0

予
備

ス
ペ

ー
ス

わ
が

家
W

S
 1

2
0
分

（
英

語
）

1
3
0
0
～

1
5
0
0

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

講
演

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
防

災
教

育
」

1
4
0
0
～

1
6
0
0

8
0

－

デ
ィ

レ
ク

：
事

務
局

司
会

：
早

稲
田

P
O

S
T

プ
ロ

グ
ラ

ム
：
各

ゲ
ス

ト

東
京

Y
M

C
A

危
機

管
理

課
新

宿
消

防

区
関

係
機

関
防

災
体

験
コ

ー
ナ

ー
1
0
0
0
～

1
6
0
0

－

カ
エ

ル
キ

ャ
ラ

バ
ン

×
5
種

目
1
0
0
0
～

1
5
3
0

ブ
ー

ス
オ

ー
プ

ン
飲

食
×

5
防

災
×

9

※
内

容
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
参

照

1
0
0
0
～

1
6
3
0

－

1
,2

0
0

消
防

：
そ

の
他

応
急

救
護

・
ロ

ー
プ

D
級

ポ
ン

プ
ミ

ニ
防

火
衣

撮
影

3
8
0

危
機

管
理

課
新

宿
消

防

起
震

車
1
0
0
0
～

1
6
0
0

3
1
5

消
防

広
報

車
救

急
車

ハ
シ

ゴ
車

1
0
0
0
～

1
6
0
0

1
4
0

新
宿

消
防

※
英

語
グ

ル
ー

プ
あ

り

デ
ィ

レ
ク

：
事

務
局

司
会

：
運

営
ボ

ラ
加

藤
二

部
進

行
：
阿

部
（
早

大
）

日
本

語
：
運

営
ボ

ラ
英

語
：
P

B
V

や
さ

し
い

：
J
A

R
、

区

外
国

人
防

災
講

座
や

さ
し

い
日

本
語

版
1
6
3
0
～

1
7
3
0

2
0

2
2

1
0

救
命

講
習

第
二

会
場

9
0
0
-
1
2
0
0

わ
が

家
W

S
 9

0
分

（
日

本
語

・
手

話
あ

り
）

1
0
3
0
～

1
2
0
0

救
命

講
習

9
0
0
-
1
2
0
0

資
料
３
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H
2
8
年

度
新

宿
区

協
働

事
業

 年
間

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

（
抜

粋
）

20
16

/9
/2

3

■
し

ん
じ

ゅ
く
防

災
フ

ェ
ス

タ
20

16
作

成
：
P

B
V

1
1

1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
9
/
4

1
0

1
1

事
務

局
（
P

B
V

）
準

備
会

資
料

作
成

ウ
ェ

ブ
制

作
開

始

ボ
ラ

勉
強

会
当

日
企

画
案

づ
く
り

事
業

契
約

書
等

作
成

助
成

金
・
協

賛
金

打
診

運
営

ボ
ラ

勉
強

会
開

始

施
設

利
用

申
請

開
始

資
機

材
レ

ン
タ

ル
業

者
選

定
語

学
ボ

ラ
募

集
開

始

プ
レ

イ
ベ

ン
ト

準
備

広
報

協
力

打
診

当
日

ボ
ラ

募
集

開
始

当
日

パ
ン

フ
作

成
開

始
資

機
材

等
発

注
開

始
各

プ
ロ

グ
ラ

ム
確

認

利
用

施
設

最
終

確
認

備
品

消
耗

品
等

発
注

当
日

人
員

調
整

直
前

準
備

イ
ベ

ン
ト

簡
易

報
告

危
機

管
理

課
当

日
企

画
ア

イ
デ

ィ
ア

出
し

当
日

企
画

ア
イ

デ
ア

出
し

契
約

書
作

成
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
勉

強
会

（
避

難
所

に
つ

い
て

）

教
育

委
員

会
協

力
依

頼
防

災
関

係
機

関
協

力
依

頼
鶴

巻
小

の
協

力
依

頼
調

整
区

議
会

報
告

教
育

委
員

会
協

力
依

頼
防

災
関

係
機

関
協

力
依

頼

広
報

紙
掲

載
・
チ

ラ
シ

配
布

等
広

報
活

動
（
翻

訳
含

）
防

災
関

係
機

関
調

整
当

日
従

事
職

員
調

整

直
前

準
備

委
託

料
支

払

1
1
/
6
（
金

）
関

係
者

会
議

1
2
/
4
（
金

）
関

係
者

会
議

1
/
1
4
（
木

）
関

係
者

会
議

2
/
1
6
（
火

）
第

1
回

準
備

会
3
/
2
2
（
火

）
第

2
回

準
備

会
4
/
1
9
（
火

）
1
6
0
0
-
1
8
0
0

第
1
回

実
行

委
員

会
5
/
2
5
（
水

）
1
6
0
0
-
1
8
0
0

第
2
回

実
行

委
員

会
6
/
2
3
（
金

）
1
4
0
0
-
1
6
0
0

第
3
回

実
行

委
員

会
7
/
2
6
（
火

）
1
3
0
0
-
1
5
0
0

第
4
回

実
行

委
員

会
8
/
2
1
(日

) 
 1

4
0
0
-
1
6
0
0

第
5
回

実
行

委
員

会
9
/
3
(土

) 
1
4
0
0
-
1
5
0
0

第
6
回

実
行

委
員

会

協
力

団
体

検
討

ス
ケ

確
認

規
約

検
討

協
力

団
体

確
認

準
備

会
開

始
事

務
局

・
大

企
画

の
検

討
実

行
委

員
発

足
ブ

ー
ス

募
集

意
見

交
換

広
報

体
制

確
認

事
務

局
・
大

企
画

確
認

当
日

の
体

制
確

認
雨

天
時

の
体

制
確

認

実
行

委
員

、
運

営
ボ

ラ
顔

合
わ

せ
人

員
配

置
案

確
認

各
担

当
ご

と
に

準
備

協
力

・
協

賛
団

体

準
備

会
参

加
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
可

直
前

確
認

直
前

準
備

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

運
営

ボ
ラ

募
集

開
始

（
6
月

ま
で

）

語
学

ボ
ラ

募
集

開
始

（
7
月

ま
で

）
説

明
会

・
勉

強
会

・
M

開
始

当
日

ボ
ラ

募
集

開
始

（
8
月

ま
で

）
運

営
ボ

ラ
チ

ー
ム

わ
け

当
日

ボ
ラ

説
明

会
開

始
運

営
ボ

ラ
各

チ
ー

ム
準

備
運

営
・
語

学
ボ

ラ
実

行
委

員
会

参
加

運
営

ボ
ラ

実
行

委
員

会
参

加

ブ
ー

ス
発

表
前

調
整

募
集

要
項

発
表

保
健

所
相

談
開

始
7
/
1
5
申

込
〆

切
追

加
募

集
検

討
出

展
者

向
け

説
明

会
　

8
/
2
8
(日

) 
1
0
0
0
-
1
1
0
0

直
前

準
備

広
報

ロ
ゴ

・
イ

ラ
ス

ト
検

討
ウ

ェ
ブ

一
次

案
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
公

開
運

営
ボ

ラ
募

集
開

始
簡

易
チ

ラ
シ

作
成

S
N

S
（
F
ac

e
bo

o
k）

開
始

当
日

ボ
ラ

募
集

チ
ラ

シ
各

団
体

か
ら

の
広

報
ブ

ー
ス

出
展

応
募

開
始

7
/
1
8
プ

レ
イ

ベ
ン

ト
最

終
チ

ラ
シ

マ
ス

コ
ミ

リ
リ

ー
ス

①

広
報

し
ん

じ
ゅ

く
マ

ス
コ

ミ
リ

リ
ー

ス
②

装
飾

、
T
シ

ャ
ツ

作
成

マ
ス

コ
ミ

対
応

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

報
告

■
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
、

担
い

手
育

成

ボ
ラ

説
明

会
3
/
2
6
(土

)
社

協
登

録
ボ

ラ
向

け

運
営

ボ
ラ

説
明

会
①

②
　

4
/
2
3
(土

) 
個

別
対

応
　

4
/
2
6
(火

) 
1
8
3
0
-
1
9
3
0

運
営

ボ
ラ

説
明

会
③

④
  
5
/
1
5
(日

) 
1
3
0
0
-
1
4
0
0

　
5
/
1
6
(月

) 
催

行
中

止

運
営

ボ
ラ

説
明

会
⑤

⑥
  
6
/
1
8
（
土

）
1
1
0
0
-
1
2
0
0

　
6
/
2
5
（
土

）
個

別
対

応

当
日

ボ
ラ

説
明

会
①

  
7
/
2
4
（
日

）
1
0
0
0
-
1
1
3
0

当
日

ボ
ラ

説
明

会
②

  
8
/
7
（
日

）
1
0
0
0
-
1
1
3
0

ブ
ー

ス
出

展
説

明
会

　
8
/
2
8
（
日

）
1
0
0
0
-
1
1
0
0

当
日

オ
リ

エ
ン

　
9
/
4
 本

番
午

前
・
午

後

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

勉
強

会
①

わ
が

家
の

災
害

対
W

S
　

4
/
2
9
(金

) 
1
3
0
0
-
1
4
3
0

被
害

想
定

と
避

難
所

視
察

　
5
/
2
2
（
日

)1
4
0
0
-
1
6
0
0

多
文

化
共

生
防

災
街

歩
き

　
6
/
2
6
（
日

）
1
3
0
0
-
1
7
3
0

熊
本

地
震

N
P

O
報

告
会

　
7
/
1
8
（
祝

）
1
4
0
0
-
1
6
0
0

カ
エ

ル
キ

ャ
ラ

バ
ン

模
擬

8
/
2
5
（
木

）
P

M

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

勉
強

会
②

　
災

害
ボ

ラ
入

門
　

6
/
1
9
（
日

）
 1

3
0
0
-
1
6
0
0

防
災

W
S
講

師
養

成
（
7
/
1
7
）

ボ
ラ

説
明

会
運

営
（
7
/
2
4
）

防
災

W
S
練

習
（
8
/
8
,1

1
）

ボ
ラ

説
明

会
運

営
（
8
/
7
）

運
営

ボ
ラ

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

自
己

紹
介

・
目

標
設

定
　

5
/
2
2
（
日

)1
6
0
0
-
1
7
0
0

チ
ー

ム
分

け
　

6
/
2
6
（
日

）
 1

3
0
0
-
1
7
3
0

各
チ

ー
ム

進
捗

・
懇

親
会

　
7
/
2
4
（
日

）
1
3
0
0
-
1
6
0
0

実
行

委
員

会
参

加
　

8
/
2
1
(日

) 
1
4
0
0
-
1
6
0
0

実
行

委
員

会
参

加
　

9
/
3
（
土

）
1
4
0
0
-
1
5
0
0

振
り

返
り

会
次

年
度

再
登

録

ア
ン

ケ
ー

ト
集

計

本
番

本
番

当
日

企
画

へ
の

参
加

協
力

内
容

別
に

準
備

実
行

委
員

会
参

加
希

望
の

確
認

中
間

評
価

イ
ベ

ン
ト

清
算

防
災

訓
練

参
加

実
行

委
員

会

協
力

団
体

声
か

け

振
り

返
り

会
＆

次
年

度
検

討

中
間

評
価

避
難

所
訓

練
案

内

資
料
４
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地
域
防
災
の
担
い
手
育
成

事
業
報
告

一
般
社
団
法
人
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

〒
1
6
9
-0

0
7
5
 東

京
都
新
宿
区
高
田
馬
場

3
-1

3
-1

-2
F
-A

68



2

1
9
9
5～

阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
新
潟
中
越
、
中
越
沖
地
震
、
台
湾
大

地
震
、
ト
ル
コ
大
地
震
、
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
・
津
波

な
ど

2
0
1
1

東
日
本
大
震
災
（
石
巻
・女
川
、
南
相
馬
）

台
風
1
2
号
（
新
宮
）
、
豪
雪
（小
千
谷
）

2
0
1
2

九
州
北
部
豪
雨
（
竹
田
、
阿
蘇
）

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
（米
国
N
Y
）

2
0
1
3

国
内
豪
雨
（
西
伊
豆
、
山
口
、
雫
石
）

巨
大
竜
巻
（
米
国
オ
ク
ラ
ホ
マ
）

豪
雨
・
土
砂
災
害
（
伊
豆
大
島
）

2
0
1
4

巨
大
台
風
ハ
イ
エ
ン
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

豪
雪
（
小
山
、
北
杜
）
、
豪
雨
（
南
陽
、
丹
波
、
徳
島
）

土
砂
災
害
（
広
島
安
佐
南
）

2
0
1
5

サ
イ
ク
ロ
ン
（
バ
ヌ
ア
ツ
）
、
大
地
震
（ネ
パ
ー
ル
）

関
東
・
東
北
豪
雨
（
小
山
、
常
総
）

一
般
社
団
法
人

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
P
B
V
）

災
害
救
援
活
動

防
災
・
減
災
の
取
り
組
み

2
0
1
1

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
開
始

石
巻
市
で
の
視
察
・
防
災
教
育
の
受
け
入
れ
開
始

2
0
1
2

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
（W

eb
検
定
含
む
）
」開
始

2
0
1
3

「
わ
が
家
の
災
害
対
応
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」開
始

「
支
援
を
活
か
す
地
域
力
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」開
始

石
巻
市
「
防
災
ま
ち
づ
く
り
会
議
」メ
ン
バ
ー

2
0
1
4

第
3
回
国
連
防
災
世
界
会
議
in
仙
台

1
0
4
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
｢市
民
防
災
世
界
会
議
」

主
な
加
盟
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

N
P
O
/N

G
O

関
連

国
際
協
力
N
G
O
セ
ン
タ
ー
（J
A
N
IC
）
、
ジ
ャ
パ
ン
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
（
JP
F）
、
日
本
N
P
O
セ
ン
タ
ー

国
際
関
連

国
連
経
済
社
会
理
事
会
、
U
N
IS
D
R
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
シ
テ
ィ
･

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
G
N
D
R

災
害
関
連

JV
O
A
D
（
全
国
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
準
備
会
、
震
災
が
つ
な
ぐ
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
JC
N

（
東
日
本
大
震
災
支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
、
JC
C
D
R
R

（
日
本
防
災
・
減
災
C
SO
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
民
間
防
災
お
よ
び

被
災
地
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

団
体
紹
介

東
日
本
大
震
災

東
北
で
の
支
援

国
内
外
で
の

災
害
救
援

防
災
・
減
災
へ

の
取
り
組
み

2
0
1
1
年

4
月
、
東
日
本

大
震
災
の
東
北
被
災
地

へ
の
大
規
模
か
つ
継
続

的
な
支
援
活
動
の
た
め
、

国
際

N
G

O
「
ピ
ー
ス

ボ
ー
ト
」
か
ら
独
立
。
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事
業
の
背
景

被
災
地
の
課
題
と
「
共
助
」
の
必
要
性

死
者
数

関
連
死

%

阪
神
淡
路
大
震
災

6
4
3
4

9
0
0

1
3
.9

新
潟
中
越
地
震

1
2
0

5
2

4
3
.3

東
日
本
大
震
災

2
1
8
6
2

3
4
0
7

1
5
.6

熊
本
地
震

2
2
1

1
6
6

7
5
.0

■
過
去
の
大
災
害
の
災
害
関
連
死
の
内
訳

※
東
日
本
大
震
災
の
死
者
数
に
は
行
方
不
明
者
含
む

高
齢
者
・要
配
慮
者
の
避
難
、
ケ
ア
が
課
題

発
災
7
2
時
間
以
降
の
対
応
の
必
要
性

・
各
家
庭
・職
場
・学
校
で
の
災
害
へ
の
備
え

・
自
主
防
災
組
織
、
消
防
団
な
ど
の
活
性
化

・
ご
近
所
で
の
助
け
合
い

・
災
害
時
要
配
慮
者
の
把
握
と
対
策

・
長
期
化
す
る
避
難
所
生
活
の
環
境
改
善

・
在
宅
避
難
者
へ
の
支
援

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
積
極
的
な
活
用

・
復
興
に
向
け
た
地
域
の
社
会
的
資
源
の
活
用
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地
域
防
災
力
向
上
に
向
け
た
新
宿
区
の
課
題

4

事
業
目
的

参
考
：

平
成
2
5
年
度
第
１
回
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
テ
ー
マ
２
震
災
に
備
え
て

・
あ
な
た
は
震
災
に
つ
い
て
、
日
頃
か
ら
ど
の
よ
う
な
情
報
を
得
た

い
で
す
か
？
（
上
位
回
答
）

－
避
難
場
所
や
避
難
経
路

6
8

.1
%

－
今
後
の
地
震
発
生
の
予
測

5
3

.1
％

－
震
災
時
の
心
構
え
や
準
備

4
9

.7
％

－
家
庭
で
で
き
る
防
災
対
策

4
6

.7
%

・
あ
な
た
は
防
災
訓
練
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

－
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る

2
0

.3
％

－
参
加
し
た
こ
と
は
な
い

7
7

.2
%

・
地
域
に
自
主
防
災
組
織
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

－
あ
る
こ
と
も
活
動
内
容
も
知
っ
て
い
る

9
.3
％

－
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
が
、
活
動
内
容
は
知
ら
な
い

2
5

.1
%

－
知
ら
な
い

6
2

.3
%

参
考
：

平
成
2
7
年
度
多
文
化
共
生
実
態
調
査

・
地
震
な
ど
の
災
害
が
起
き
た
時
と
き
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
準
備

を
し
て
い
ま
す
か
？

－
特
に
何
も
し
て
い
な
い

2
6

.0
%

・
何
も
し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
で
す
か
？
（
複
数
回
答
可
）

－
何
を
準
備
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
か
ら

5
0

.8
%

－
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら

2
3

.0
%

－
防
災
訓
練
や
講
座
の
情
報
が
入
ら
な
い
か
ら

2
2

.1
%

・
区
内
に
は
住
ん
で
い
る
地
域
ご
と
に
町
会
・
自
治
会
が
あ
り
、
災
害

が
起
き
た
と
き
に
は
避
難
誘
導
や
避
難
所
の
設
置
な
ど
を
行
う
ほ
か
、

日
頃
は
災
害
時
に
備
え
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
参
加

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

－
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る

1
3

.0
%

－
知
っ
て
い
る
が
、
参
加
し
た
こ
と
は
な
い

2
6

.4
%

－
知
ら
な
い
し
、
参
加
し
た
こ
と
は
な
い

5
7

.5
%

・
防
災
訓
練
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
主
な
理
由
は
？

－
い
つ
ど
こ
で
開
催
し
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら

6
8

.2
%

ー
忙
し
く
て
時
間
が
な
い
か
ら

4
0

.1
%

－
町
会
等
に
加
入
し
て
お
ら
ず
、
参
加
し
に
く
い
か
ら

1
4

.7
%

・
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
地
域
の
防
災
活
動
に
ど
ん
な
協
力
が
で

き
ま
す
か
？

－
避
難
所
運
営
へ
の
協
力

(物
資
配
給
・
炊
き
出
し
等

)
6

3
.7

%
 

－
災
害
時
要
援
護
者
の
安
否
確
認
や
避
難
誘
導

3
8

.1
%

－
救
出
・
救
護
活
動
、
初
期
消
火
活
動
と
も
に

2
8

.1
%

・
新
宿
区
に
ど
の
よ
う
な
災
害
対
策
を
し
て
ほ
し
い
で
す
か
？

－
避
難
場
所
の
掲
示
等
を
多
言
語
に
す
る

4
8

.0
%

－
緊
急
時
に
多
言
語
の
放
送
や
誘
導
を
行
う

4
4

.5
%

－
外
国
語
の
緊
急
対
応
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
る

3
9

.1
%

－
地
域
の
防
災
訓
練
に
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
す
る

3
0

.2
%

－
地
域
の
人
同
士
が
連
絡
・
協
力
し
や
す
い
よ
う
に
す
る

2
8

.9
%
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地
域
防
災
・
減
災

の
担
い
手
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム

し
ん
じ
ゅ
く

防
災
フ
ェ
ス
タ

2
0
1
6

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
高
齢
化
、

参
加
者
等
の
偏
在
化

の
課
題
解
決

★
幅
広
い
世
代
へ
の
防
災
意
識
の
普
及
啓
発

防
災
イ
ベ
ン
ト
（
し
ん
じ
ゅ
く
防
災
フ
ェ
ス
タ

2
0

1
6
）
を
通
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

層
・
若
年
層
・
外
国
人
等
、
日
ご
ろ
地
域
防
災
に
関
心
の
低
い
区
民
に
対
し
、
「
自

助
・
共
助
に
よ
る
防
災
対
策
の
大
切
さ
」
を
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、
楽
し
み
な
が

ら
防
災
を
学
べ
る
機
会
を
提
供
し
、
各
家
庭
の
防
災
力
を
高
め
て
い
く
と
と
も
に
、

地
域
の
防
災
活
動
へ
の
参
加
に
つ
な
げ
て
い
く
。

★
地
域
防
災
の
担
い
手
育
成

地
域
防
災
（
防
災
区
民
組
織
・
避
難
所
運
営
管
理
協
議
会
）
に
お
い
て
、
現
在
、
地

域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
高
齢
化
並
び
に
参
加
者
等
の
偏
在
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
本
事
業
を
通
し
て
、
地
域
住
民
・
学
生
及
び
事
業
者
等
の
防
災
知
識
・
技
術

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
防
災
の
担
い
手
を
育
成
し
、
地
域
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
。

①
し
ん
じ
ゅ
く
防
災
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
6

②
地
域
防
災
減
災
の
担
い
手
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

防
災
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
「
幅
広
い
世
代
へ
の
防
災
意
識
の
普
及
啓
発
」
と
「
地
域
防
災
の
担
い
手
育
成
」
を
行
う
。

H
2
8
年
度

幅
広
い
世
代
を
対
象
と
し

た
イ
ベ
ン
ト

H
2
9
年
度

災
害
時
要
配
慮
者
を
対

象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

H
3
0
年
度

防
災
区
民
組
織
等
と

連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト

ゴ
ー
ル

地
域
防
災
減
災
の

担
い
手
育
成

地
域
防
災
減
災

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
充
実
・
強
化

地
域
防
災
減
災
の

担
い
手
育
成

地
域
防
災
減
災
の

担
い
手
育
成

目
的

事
業
内
容

事
業
概
要

地
域
防
災
の
担
い
手
育
成
事
業

三
年
計
画
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6

し
ん
じ
ゅ
く
防
災
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
6

実
績
１

日
時

2
0
1
6
年
9
月
4
日
（
日
）

1
0
時
～
1
7
時

場
所

都
立
戸
山
公
園

区
立
新
宿
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

来
場
者

約
3
,0
0
0
人

※
小
中
学
生
が
約
半
数

企
画

屋
内
・
屋
外
多
数

協
力

4
0
団
体

メ
デ
ィ
ア
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
5
社

実
績

新
宿
区
危
機
管
理
課
／
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
／
新
宿
区
社
会
福
祉

協
議
会
／
東
京
都
公
園
協
会
／
東
京
Y
M
C
A

／
難
民
支
援
協
会
／
東
京
土
建
新
宿
支
部

チ
ー
ム
N
A
M
A
Z
U
／
東
京
都
助
産
師
会
新
宿

中
野
杉
並
助
産
師
会
地
区
分
会

実
行
委
員
会
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7

し
ん
じ
ゅ
く
防
災
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
6

来
場
者
の
声

防
災
に
つ
い
て
楽
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
来
年
も
来
た
い
。

東
京
に
来
た
ば
か
り
で
日
本
語
も
話
せ
な
い
の
で
、
非
常
時
に
取
る
べ
き

行
動
を
知
り
た
い
と
思
っ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。
素
晴
ら
し

い
内
容
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
。
（
2
0
-
3
0
代
女
性
／
フ
ラ
ン
ス
）

小
さ
い
子
ど
も
に
も
煙
や
地
震
、
救
命
な
ど
の
体
験
が
で
き
た
。

い
つ
も
購
入
す
る
機
会
が
な
い
た
め
、
防
災
グ
ッ
ズ
が
あ
れ
ば
購
入

し
た
か
っ
た
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
の
準
備
を
怠
ら
な
い
。
皆
で
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ

う
に
日
ご
ろ
か
ら
準
備
を
し
て
お
こ
う
と
思
う
。

何
を
備
え
れ
ば
い
い
の
か
、
ど
ん
な
備
え
が
で
き
て
い
な
い
の
か
を
具
体
的

に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
し
た
。
と
て
も
助
か
る
情
報
で

し
た
。
（
2
0
-
3
0
代
女
性
／
英
国
）
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8

地
域
防
災
・
減
災
の
担
い
手
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

実
績
２

4
/
2
9
(
金
)
わ
が
家
の
災
害
対
応
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

5
/
2
2
(
日
)
新
宿
区
の
被
害
想
定
と
学
校
避
難
所
視
察
（
四
谷
中
学
校
）

6
/
2
6
(
日
)
多
文
化
共
生
防
災
ま
ち
歩
き

7
/
1
8
(
月
)
熊
本
支
援
N
G
O
合
同
報
告
会

8
/
2
5
(
木
)
子
ど
も
向
け
防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
イ
ザ
！
カ
エ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
模
擬
練
習
会
」

9
/
0
4
(
日
)
し
ん
じ
ゅ
く
防
災
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
6
当
日
の
各
防
災
・
減
災
プ
ロ
グ
ラ
ム

1
0
月
以
降

各
地
区
の
避
難
所
防
災
訓
練
へ
の
参
加
呼
び
か
け

※
そ
の
他
、
わ
が
家
の
災
害
対
応
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
講
師
養
成
、
、
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
」
講
座
（
期
間
問
わ
ず
）
等

研
修
一
覧

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

2
1
名

語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

2
9
名

当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

1
2
5
名

ブ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

3
6
名

撮
影
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

8
名

合
計

2
1
9
名

実
績
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9

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
声

地
域
防
災
・
減
災
の
担
い
手
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
き
っ
か
け
に
新
宿
区
と
い
う
地
域
、

ま
た
防
災
に
つ
い
て
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
と
思
う
。

今
回
が
始
め
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
っ
た
の
で
す
が
、
様
々
な
団
体
が
参

加
し
て
い
て
と
て
も
面
白
く
、
た
め
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
き
っ
か
け
に
新
宿
区
と
い
う
地
域
、

ま
た
防
災
に
つ
い
て
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
と
思
う
。

新
宿
区
の
外
国
人
の
な
か
で
、
一
番
多
い
が
中
国
人
の
来
訪
者
が
少

な
か
っ
た
。
来
年
度
か
ら
多
く
の
中
国
人
を
巻
き
込
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

防
災
に
つ
い
て
、
い
か
に
都
民
が
関
心
を
持
つ
か
が
重
要
な
事
だ
と

思
い
ま
す
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
子
ど
も
～
老
人
ま
で
楽
し
み
な
が
ら

防
災
の
大
切
さ
も
伝
え
ら
れ
る
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

も
っ
と
い
ろ
ん
な
こ
と
や
り
た
か
っ
た
の
で
、
個
人
の
仕
事
量
を
も
っ
と

増
や
し
て
欲
し
か
っ
た
。

時
間
の
長
さ
・
天
候
な
ど
体
力
的
に
き
つ
く
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
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10

日
時

2
0
1
7
年
9
月
3
日
（
日
）
1
1
時
～
1
6
時

場
所

都
立
戸
山
公
園
、
区
立
新
宿
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

2
年
目
の
事
業
に
向
け
て
の
課
題

課
題

★
障
が
い
者
等
の
災
害
時
要
配
慮
者
に
つ
い
て

→
当
事
者
も
含
め
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
作
業
部
会
）

★
イ
ベ
ン
ト
の
段
取
り
・時
間
の
見
直
し

→
前
後
1
時
間
短
縮
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会
の
修
正

★
イ
ベ
ン
ト
予
算
の
確
保

→
地
域
の
企
業
へ
の
協
賛
の
お
願
い

イ
ベ
ン
ト

担
い
手

★
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

→
イ
ベ
ン
ト
後
も
含
め
た
全
1
0
回
の
研
修
に
拡
充

★
専
門
学
校
、
日
本
語
学
校
、
留
学
生
な
ど

→
イ
ベ
ン
ト
参
加
で
は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
呼
び
か
け

★
災
害
時
の
動
き

→
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練
の
実
施

2
0
1
7
年
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
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平成 29年度 新宿区協働事業提案 企画案 

 

しんじゅく防災フェスタ 2017 概要 

 

１ 日時 平成 29年 9月 3日（日） 11時～16時頃 ※前日搬入（一部）・当日搬出 

２ 場所 東京都立戸山公園および新宿区立新宿スポーツセンター 

３ 目的 新宿区民および区内在勤・在学者が集い、楽しく学べる防災イベントの実施 

  防災の担い手育成 

４ 対象 新宿区、在住・在勤・在学者など一般募集 

  ※H28年度に引き続き親子・若者・外国人、加えて障がい者等要配慮者の参加を促す。 

５ 人数 約 3,000人（H28年度実績） 

６ 主催 しんじゅく防災フェスタ 2017実行委員会 

７ 予算 約 600万円 

８ 広報 公式ホームページ http://bosai-festa.com/ 

  公式 Facebook https://www.facebook.com/shinjukubosaifesta2016/?fref=ts 

 ※その他、チラシ、ポスター、当日プログラムなどを作成（全体約 3万部） 

 

［午前・午後］ 戸山公園 

A）親子の防災体験ひろば 

 －ステージ（演奏、ダンス、かえっこバザール、ゆるキャラの防災クイズなど） 

 －イザ！カエルキャラバン！ 

－防災車両展示・体験 

－防災ブースコーナー（各種、防災関係機関・企業・団体） 

B）NPO・企業 PR ブースコーナー 

－NPO・企業・学生団体 PR ブース、協賛団体ブース 

－飲食販売、被災地チャリティーブース 

－休憩・飲食コーナー 

 －本部、救護用テント 

C）災害ボランティアセンター設置・運営訓練（新宿社協） ※調整中 

 

［午前・午後］ 新宿スポーツセンター 

D）講演・シンポジウム「災害時要配慮者（仮）」＠大会議室 

E）救命講習（英語） ＠幼児体育室 ※調整中 

E）外国人向け防災ワークショップ ＠小会議室 

F）障がい者疑似体験コーナー ＠1階ロビー 

G）ポスター・パネル展示 ＠1,2階ロビー 

 

９ 運営体制 （H28年度の体制より。H29年度は現在募集中） 

実行委員会 ピースボート災害ボランティアセンター（事務局）、新宿区危機管理担当部危機管理課、

（所管課）、新宿区社会福祉協議会、東京都公園協会、難民支援協会、東京 YMCA、東京

土建チームNAMAZU、東京都助産師会新宿中野杉並地区分会 
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協力団体  新宿区町会連合会、新宿消防署、新宿区教育委員会、プラスアーツ、目白大学社会学部

メディア表現学科、グリーンバード新宿チーム 

後援協賛  株式会社伊藤園、スターバックスコーヒー、IP-Net 株式会社、防災・減災日本 CSO ネ

ットワーク、UMCOR 

 

１０ ボランティア体制 

・フェスタ運営ボランティア（ボランティアリーダー）（約 20名） 

 募集期間：5月～6月／内容：事前事後研修への参加、当日ボランティアリーダー 

・語学ボランティア（各言語若干名） 

募集期間：5月～7月／内容：事前の翻訳作業、当日外国人参加者への誘導、通訳など 

・当日ボランティア（約 100名） 

募集期間：7月～8月／内容：前日搬入、当日の誘導・案内、片付けなど 

 ・ブースボランティア（約 50名） 

・イザ！カエルキャラバン！ボランティア（約 30名） 

・TOMODACHI 災害復興リーダートレーニングプログラム（約 20名） 

 

１１ フェスタ運営ボランティア研修 全 10回 ※研修費無料、5回以上の参加が条件 

 ・ボランティア説明会・オリエンテーション 

 ・防災・減災の基礎講座（わが家の災害対応ワークショップ）＋区の防災体制 

 ・救命講習（普通救命） ※認定証あり 

 ・災害ボランティア入門セミナー ※修了書あり 

 ・サービス介助基礎検定 ※認定証あり 

 ・多文化共生と防災・減災町歩き 

 ・ボランティアリーダー実践 OJT ×2回（プレイベント、本番） 

 ・避難所防災訓練参加 or HUG（避難所運営ゲーム） 

 ・フィードバックとアクションプランづくり 

 

１２ ブース出展 ※料金見直しの可能性あり 

 ・協賛ブース 企業協賛（一口 50,000円） 二口以上でテント１張を利用可 

・一般ブース 募集開始：6月中旬、応募〆切：7月中旬、決定：7月末日予定 

       出展料 営利・飲食営業：30,000円、非営利：10,000円、学生団体：5,000円 

 ※テントサイズはワンタッチテント（3m×3m）が基本使用。長机×１、椅子×２ 

※追加備品のレンタル（有料）も手配可 

※テント等の資機材すべて持ち込みの場合は上記の半額 

 

１３ 担当者連絡先 

・一般社団法人ピースボート災害ボランティアセンター 担当：合田、関根、井上 

   東京都新宿区高田馬場 3-13-1-2F-A  TEL．03-3363-7967 FAX．03-3362-6073  

E-mail．shinjuku@bosai-festa.com 

・新宿区危機管理担当部危機管理課 担当：小林、浅井 

TEL．03-5273-3874 FAX．03-3209-4069 
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2017運営ボランティア（ボランティアリーダー）研修・ミーティング　スケジュール案

日時 場所 タイトル 講師 内容

1
6/18（日）

13:00-15:00

新宿の防災体制
家庭での備え

（2時間）

危機管理課
2016運営ボラ

首都直下地震における新宿の被害想定と区の防
災体制、各家庭での災害対策（わが家の災害対
応ワークショップ）を学ぶ。

M-1 15:00-16:30 第1回ミーティング 運営ボランティアメンバーの顔合わせ会

2
7/1（土）

10:00-12:00

災害ボランティア
入門講座
（2時間）

PBV
災害ボランティアの心構えや活動内容を学ぶ。
カードを使ったシュミレーションゲームもある。
＊修了書発行

M-2 12:00-13:00 第2回ミーティング
懇親会
（昼食時間に実施）

3 13:00-16:00
救命講習
（3時間）

新宿消防署
心肺蘇生やＡＥＤ、異物除去、止血法などを学
ぶ。
＊認定証発行

4
7/23（日）

10:00-12:00

サービス介助
基礎検定
（2時間）

日本ケアフィット
共育機構

高齢者、障がい者とのコミュニケーションの基礎。
車いす操作や視覚障がい体験など。
＊認定証発行

M-3 12:00-13:30 第3回ミーティング
8/6プレイベントに向けた事前打ち合わせ
（昼食時間に実施）

5
13:30-17:00 防災・多文化

町歩き
調整中

戸塚・大久保地区の町歩き。防災・減災、障がい
者施設や町の特徴である多文化要素を発見す
る。

6 8/6（日）
新宿スポーツ

センター
プレイベント

ボランティア体験
要配慮者

ワーキンググループ

障がい者等の災害時要配慮者とつくる地域の防
災・減災などをテーマにプレイベントを実施。準備
～片付けまでの一連のイベント運営ノウハウを身
に付ける。

M-4 8/20（日）
大久保ス

ポーツプラザ
拡大実行委員会
ボラリーダー研修

拡大実行委員会に参加、全体顔合わせ。当日ボ
ランティアのチーム割り振り、活動内容の確認な
ど。

7 9/3（日）
新宿スポーツ

センター
戸山公園

ボラリーダー実践
プログラム受講

当日ボランティアのリーダーとして、チームをまと
めるコミュニケーション等の実践研修。空き時間
は各種プログラムを通じて防災・減災知識も習得
する。
＊9/2 の前日準備・設営の手伝いもあり。

8 9/24（日） 調整中 フィードバック
事前研修、SBF2017の振り返りと、今後の地域防
災・減災への取り組みのヒントを話し合う。

9 10～12月 調整中
避難所防災訓練

or
避難所運営ゲーム

調整中

複数日程に分かれ、区内の避難所設置訓練への
参加・見学等。調整が難しい、もしくは追加でHUG
（避難所運営ゲーム）を通じて運営シュミレーショ
ン体験。

10 12月頃 調整中 アクションプラン PBV

全10回の研修・実践体験を振り返り、個人のアク
ションプランの作成。新宿の防災・減災の取り組
みへの提案出しなど（後日、報告書等で成果物を
作成）

新宿スポーツ
センター
大会議室

新宿区立障
害者

福祉センター
+

屋外

新宿スポーツ
センター
小会議室
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